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î-
a
n
c
e
;
:
; 

:du :ohdstia

1 -m
e

 

k
於
-て
、
其
箸
者
は
、
後
^
ナ
ン
：
ン
モ
ニ
ァ
ソ
が
試
み
た
«

^
、精
確
^
キ
リ
ス
ト
敎
の
胆
源
及
發
展
を
說
明
し
て 

.ゐ

る

.0
'*
もM

の
著
‘は
、
ナ
ン
•
シ
モ
ン
か
、
或
は
其
名
を
借
办
た
他
-
<の
手
0
な
つ
た
'の
か
、
'.
其
點
.は
明
.白

で

な 

い
、
全
集
編
斡
者
.は
、：
共
日
、附
を
，一

八
，
一

八

年>卜一

九
'/
*牛

ど

の

間̂

足
め
ぅ
る
も
め
>」

し
て
ゐ
る
。
：

.

.

:
「

一
デ
"

，^
人
フ
住
民
^
書
翰
-

次̂

ぃ

セ

.'
:

〗

、
八
〇
七
年—

八
本
k
_出
.版
3
れ

た「

十
九
他
紀
科
學
硏
究
汴
論」

に

，於
て
.
は
、
.彼
の
道
德
0

實
證
化
が
愈
♦

進
ん
.

P
.

ゐ
-，る
.
.
。

 

，
•

：

'
: 

' 
- 

,

こ
の
.
書
の
激
ニ
卷
^

於
て
-
ノ
彼
は「

人
の
欲
'せ
ざ
る
S

こ
ろ
を
人
^

施
す
こ
ビ
な
か
れ」
^

云
ふ
キ
J
ス
ト
敎
道
德 

.の
消
極
的
敎
訓
の
.代
^

^

、「

人
は
勞
働
し
な
•
け
れ
ば
な
ら
2」

ど
沄
ふ
賴
極
的
新
道
德
を
明
示
し
た(

註
2)

。'

街

^

の
；は'、
：
宗

敎̂

_
す
：.る
¥
云

ふ

：
ょ

：
々
、
'
»

•の
で
あ
づ
た
。「

十
九
世
，紀
科
學
硏
究
序
論」

は
、
社
會
改
造
：0
薪
道
¥

提
：案
し
や
ぅ
ど
す
る
彼
0

|
^>
試
み(

の
翁 

1

步
を
包
有
す
^

0

も
の
で
珞
あ
つ
た
/0
, 

I ノ
，

~

/'
' 

- 

/

;

然
ぢ
ば
、
•

彼

'e
>

遒
德
に
關
す
.る
意
見
は
r
ぅ
で
.あ
つ
た
か
。
‘#
の
多
く
の
著
作
'^
.:1
つ
，て
槪
說
1
て
見
^

-s
vv
oi o 

サ
シV

シ
モ
ン
はI

K

ふ
:'
*社
會
幽
體
^
岔
つ
.て
最
ネ
21
_要
な
劣
の
は
遒
德
.で
あ
-5
^

^
彼

欠

ょ

れ

ば

ノ

乙

好

^

^

が

■

斷

務

響

的

■

亂

翁

防

證

樽

襄

 

>
'
じ

が

戈

傷

太

は

：芬

れ
5:
等

晴

に
»:

感
情
?:
燃

，や

す

7
J
V
J

を
好
ん
で
ぬ
る
‘。
こ
れ
は
、
.恰
も
、
冴
.ラ
：
ン.ダ
.人
^

;'
杓
部
の
'何

か

小
3
い
趣
水
^
氣

を
：;«

 ̂

れ
て
、
.海
^
沿
ふ
た
‘堤
防
を
篆
閑
に
す
る
の
^
同

樣

で

あ

ゐ

。

」「

無

產

潑
^
有
’產
者

が

對

抗

じ.ぅ
み
唯
一
，
の

目
. ！
！

i
そ 

(

ぼ

.道
黎
の
體
系
で
あ
る」

パ

;'
へ

：
-

--

こ

*
’ 

, 

. 

>
' 

. 

:
:>
:

:

、
ベ

ふ

翁

嚴

謹

何

葉

馨

辦

_

迄

德

砮

齡

■

居
意
義
顏
：

■
靡

.

.は

.偉
‘大
：な
、
賞
®
す
•ベ
^
宗
敎
で
あ
つ
た
-"「

他

0.
す
べ
.で
の
^

^

秀̂
で
て
、
そ
の
優
秀
さ
を
、
又
、
^
.の
絕
.對
的
優 

‘秀
.さ
咬
で
示
し
だ
賞
諧
す
べ
き
.宗
敎
で
.あ
.る
。
何
ん
ぐ
：な
.れ
、ば
'、
”ぞ
：れ
を
_

用
’
.じ
た
國
民
の
み
-が

、
、
そ

の

蓮

命

が

.
不 

斷
に
改
良
さ
れ
、
、
：
.
隸
屬
的
制
度
は
次
第
は
緩
和
さ
；れ
；、
N
CIL
.て
，結
'局
疾
：絕
れ
な

が

ら

で

あ

‘；る
.

」

。「

萬
有
引
力
W
究」

 

「

人
類
の
，科
學
R
關
す
る
覺
書」

に
於
て
は
、
キ
リ
ス
ト
敎
が
如
何
^
文
明
^
對
し
て
貢
献
す
る
^
こ
ろ
が
あ
つ
た
か

1
^
一
 一 ,

十
五
^
.
^

iiuc.

四
■一
 

M

l

oサ
ン v

シ
.モ'ン
の
，宗
敎
.論 

*

l
.
j
l
j

^

ノ
 ： 

一
 

j'.JP



r >
.
l
j

1:

五-
.卷v

 

.

(

四
1
1四°

サ.

ソ•

シ.
•

モ
シ
め.

宗
敎.

.論
；

 

~

 

s

i

號
-

1

ニ？

.

ど
一
，

K,
ふ
乙
ビ
が
說
か
れ
て
あ
•る
。
：

；
. 

人

-;
;
. 
、

■

形̂

«

ら
.

ざ
；.

る
5 :

得
な
か

0

.

だ
: >

換
言
す
れ
ば
、「

天
.

上
'

の
遺

.

德
は
地
玉

„

の
、道
德̂

‘

移
ら
ね̂

な
- &
^

V
。」

#

:

ソ

v

ぼ
.、
キ
す
ス
ト
敎
が
過
去
に
於
て
、道
徳
^.

對
し
て
偉
大
な
進
步
を
與
へ
た
^

e

は
認
め
る
？
こ
れ
を
^

定
す 

る

の

は

术

公

.

又
.不
合
：理
：で
t

-
あ
.ら
，ぅ

。

然

し

，：

同

時

^

、*;
.
我
^
ぜ

の

信

仰

が

銃

治
.:1
>

た

治

世

は

終

，つ
' 

た
乙
：̂
、.

.^

，
れ
.が
有
用
で
あ
つ
た
時
代
は
，‘旣
^

我
冷
か
ら
遠
ざ
か
つ
‘て
ぬ
る
こ
^

を
乘
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即

はr、
.

相
關
、的
，.

に
‘、
’人
類
に
も
有
用
で
あ
る

-1-
;

；

0

い
ふ
の
‘

で
あ
る
。

.-
'•
:

,

'

:
 

:

: .——

 

•

：
 

.

»

:

そ
之

.

で
？

.

こ

の

目

的

に

添

ふ

，べ

ざ
1

'

つ
'

の
’

道
徳
‘

講
座
が
創
設̂

:

れ
，ね
ば
沿
ら
：g

.
:°

敎

師

は

、
、
そ

之

k

•

於

て

、
_

己

の

， 

社

會

的

地

位

如

‘

何̂

拘

孓.

ず
’

、
，
如

何
^

,

せ

ば

、4
X
は

自

己.

の

特

種

刺

齋

を

；
全

；
體

.

^

幸
_

ど
8

 

3

す

事

•が

出

來

る
 

か

を

，
敎

ぺ

，

5

。.

か
ぐ
す
れ
■

ば
t

 

.ニ.
_

瓦
牟
以
來

.

一‘
步
も

.

前
進
し
得

.

な
か̂

^

^

礎
?:
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
？ 

、
：

.
!-
.

-

.
パ

、
 

、

'

;

〔

證

據

疆

應

孓

翁

政

肩

當

虜

が

最
■

■

畫

旣
.：

®

s

:

警

&

が
ー
.授
.̂
暴
動
を
#
起

_

し
た
の
は
、
偏
べ
：
^
彼
等
の

-

無
知

"

な
る
が
た
め
で
あ
る
。
サ
ン
ぐV

モ
ツ
は
、勞
働
漭
の
無
知E 

ド
よ

.

.

つ-
,

h

起
り

r
/ 2
.

暴
‘

動
の
麵
■

名' ,

し
,

て
：フ
ラ
ノv

ス
、革
命
：及
、

マ
ソ
チ
ェ
ス

タ

ー

の
大
騷
亂
を
擧
げ

て

ぬ

る

。

乙
の
，公
民
敎
育
，̂:
謙
れ
，̂
委
托
5:
れ
る
，か
'0
.
:
/
^
れ
は
、
精
神
‘的
權
ヵ
の
*
有
者
1
即
ち
、
學
者
K
委
托
さ
れ
る
で

役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
原
，理J

.

 

:^ '

包
有
ず
ふ
國
民
时
宗
敎
問
答
5 :
.

編
纂
す

.

る
で
‘知
ら
ぅ

-,
0

乙
の
宗
敎
11
3

«

ば
-

切
呤

»

. 

藉
の
■

中

で

最

ネ

童

要

な

、も
の
ぃ
で

.

あ
：5 >

ャ
ナ

.

ど
シ
モ
ゾ̂

ょ
れ
ば「

こ
れ
は
| 1
:

# '

の
あ
ら
ゆ
る
階
級
の

_

を
.

結
ぶ
»
學 

か
ち
で
あ
る
しc

:

註
五
、
：.

.

現
在̂

:

行
(±

れ
€ .

為
る

#

等
：價
値
を

#

た
_

宗
敎
間
答
は
、
之
の
實
■
的
科 

學
的
問
答̂

ょ
つ
て

©

換
3

れ
•

る
‘

ベ
さ
で
あ
‘

る
o
 

‘

こ
.

の
串
に
關
し
て
：次
以
如
さ
敕
命
が

%

布
3

れ
‘

る
。
.
•

:

i

f

 

^

R

i

^

i

 

於v

は
、

一

切
の
敎
育
を
禁
ず
。

:,
'

第
二
條
.、
各
學
派
の
執
行
者
.ft
彼
等
め
布
敎
‘に
.關
し
ズ
從
、
'
:學
士
院
め
.指
揮
^

服
#

す
べ
‘し
。

：

第

三

條

？

ス

ラ

ゾ

，
ス
，
國

民

^

ぃ
：
何

人

た;5
を

問

は

，ず.、_
民
敎
理
書
^
關
し
'1
:
試
拙
を
受
く
る
以
前
に
あ
つ
て
は
、
 

市
段
f

「

行
•使
し
得
ず
、
：學
士
.院
は
、
，ミ
.の
，、試
問
の
方
法
及
條
件
を
規
定
す
べ
し
。
：
、

XJ 

‘ 

■ 

.か

.く
し
.て

惯

侶

の

職

士

與

へ

ゝ

ら

：れ

た

，

.學
者
ば
へ
彼
等
^
,代
つ
>て
.人

民

，
を

桁

殫

し

、

支

.配
し
、：

國
.民
敎
育
の
要
務
を 

.尊
ら
彼
镣
の
.掌
屮
k
收
.め
る
セ
あ
ら
ぅ
。

.- 

-

サ

，ゾ
.
•
シ

.

モ
ン
の
道
被
觀
は
■か
く

の
如
き
も
.の
で
あ
つ
‘た
。
.

む̂
て
、
，暫
時
の
間
、
を
れ
^
.彼
k
V
J•つ
て
充
分
で
あ 

る
樣
，に
患
は
れ
た
。

‘

.

然
し
、■

テ 

>

:

ゾ
モ
ン
は
、
實
證
的
科
學
の
硏
究̂

ょ
づ
て
、_

換

言

す

れ

，
ば

宗

.

敎
^

ょ

ら

ず

た
\ :
'

理
性
に
ょ
つ
て
の

,

笫
ニ
十
.五
像
.

(

四
：ニ
五》

、

サ
シ
.•
シ，モ
、ン
の
{ホ
敎
論
.へ

. 

' 

s

i

號• 

ニ
ニ



'
•依
二
-十
，五
%

.

S
1
1
六)

，
サ
ン
>
シ
モ
：
ソ
-
の
宗
敎
論

m
u
i 號

み
社
龠
改
造
を
行
は
ん
^
す

'-
5
'も
必
で
は
な
か
つ
，た
。
.彼
が
感
'情
^
6
^
:科
學
セ
多
く
を
訴
へ

’皂
^

^

社

會

の

指
 

_襟

，
原.理
を
求
め
や
，ぅ

^
し
た
の
^
は
次
の
如
&
赕
の
思
想
が
根
柢
を
な
し
て
居
つ
た
。

.彼
は
一
八一

〇
萍
农
.一
'*
節
中
^
共
甥
グ
ィ
リ
ト
グ
に
對
し
て
か
.
<め
洳
く
云
ら
'て
ゐ
る
，。.
即

ち「

宗
敎
は
常
に 

社

會

組

織

，
の

站

磁

ど

9:
つ
た
.し
1
又
茈
礎
^
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
t
の
眞
理
に
は
#
論
の
な
いV 」

.

こ
ろ
で 

あ
，る
。
然
し
、
之
の
眞
乳
も
次
の
乙
-の
公
理
、ょ
.
6
は
.勝
れ
て
•確
實
夺
も
の
で
あ
るVJ

は
云
.は
れ
な
い
。

翁

紙

靡

^
爲
■
羅

於

^

;

^

歲̂
:»
の
»

俯
1
廉
^

^

_

|食

_

ー；
茗
1^
は
相
關
的
な
劣
^

-

己

の

ニ

原

现

を

結

合

：
せ
，
し

^

た
中
か
ら

1

宗
敎
は
常
穴
存
在
し
' ^

し
、
又
常̂

#

在
す
る
で
あ
ら

.

ぅ
が
、
然
ふ
、
 

分̂

修
正̂

れ
た
じ
‘

、〜

又̂

^

修
正

3

れ
る
ヤ
あ
ら
ぅ

.

。
從
つ
て
、
宗
敎
は
文
化
の
程
度

V
J

•

常
に
此
例
し
た
し
、
又 

常
^

比

例

す

る

；
で
，
あ

：ら

9 :

め
去
，ふ
結
論
を
佘
は
引
/ |
1

す
。

•
他
の
.穂

の

考

察

£

移

つ

て

經

騄

の

.

係

^

雷

餘

肇

物

を

考

究

じ

や

ぅ

。

歴

史

的

硏

究

ば

：
、
ヽ
宗
敎
觀
_

が

摩

' £ 

3

れ

‘る

時

に

ば

人

類

，ぼ

f

_

«

_

道
' #

的

^

^

治

的

危

機

^

あ

る

乙

ど
を
示

し

て

ゐる
。

.
;:■
:

;

.
ぐ

:

:

伊

ぃ

讓

喝

：..證

證

會

狀

馨

考

響

,

^V

れ
M

危
機
ば
‘宗
敎
见
想
に
加
へ
ら
れ
る
修
正
^

1
つ
て
決
定
^
れ
る
：乙
ビ
.を
知
る
’で

あ

ら

ぅ

べ.|:'」

ど
.
。

丨

！
/ 

' 

宗
敎
を
し
て
.時
，代
の
文
.化
，̂
適
灌
せ
し
め
ん
が
た
め
^
は
、
' 先V

V
、

政
治
、
' 道
德
.の
諸
秤
舉
ゼ
赏
諧
化
し
な
け
れ 

■ば
.ぼ
ら
ぬ
V 

.2.

.の
鹫
諧
化
が
完
.成
を
れ
て
初
め
て
祭
敎
以
改
IE
,、新
宗
敎
の
.樹
立
が
成
就
す
る(

譁
$
あ
る
.
0故
に
、第 

1

^

«
性
の
領
域
を
»
大
す
ケ
こ
€
、
こ
れ
が
ナ
ン• V

モ
ン
Iの

科

學

，的

政

治

的

硏

究

の

目

的

で

.あ
つ
た
の
で
あ
る
。
 

故
：に
-、
，己
め
方
财
に
關
す
る
彼
の
-思
想
が
完
成
次
れ
て
ぃ
“彼
の
见
解
が
擴
大
さ
れ
ケ
纪
從
ヴ
ャ
、
'
n
の
，思
思
ド
よ

•
’ み
^
上
宗
敎 

k,賴 

3
、
ン
ょ
‘
^
以
^
れ
^

«
他
;̂
-;
4

.
>-
*
?'̂
-?
>
、は

.#
然
の
經
路
で
あ
^

,:t
?
。
.
l
.
z
.
,R
.於
七•

、’
 

彼

!̂-、
人
問 

k
は
愦
意一

一
っ
な
が
ら
亦
在
し
て
ゐ
る
乙
ビ
ノ
眞
の
道
德
は
k
 

R理
性
^
充
足
3
す
べ
さ
の
み
な
ふ
、ず
、
又
^

^
 

を
滿
足
3
せ
.ね

：ば

な

ち

ぬ

こ
.ビ
を
知
り
た
必
で
あ
，，る
。
換
言
す
.れ
ば
、
宗
敎
的
傾
尚
が
漸
く
彼
の
體
系
の
表
而
に
浮 

上
っ
た
の
で
^
^
。
 

• 

. 

.
1
' 

*

然

ち

ば

、

「

そ

れ

，
は

何

，時

煩

か

ら

.

で

あ

ら

ぅ

か
。

：

：

• 

V

サ
シ
ょ
シ
モv

選
集
の
編
者
は
云
ふ「

' ；

.八

一

一

一

牢

か

ら
.彼

は

、̂

性

ど

别

益

ど

描

大

次

る

|1
:
#-
變

芾

ゼ

決

定

す

る
 

に
.は
，充
分
で
な
か
つ
た
辦
、.
及
び
愔
傭
も
.亦

、：
人
類
の
、運
命
そ
凉
威
す
る
^
;§
;
^
,必
.婴
な
る
職
賢
を
も
0
て
居
#

^

>と
を
離
め
?2
’し
マ」(

魏
六〕

。

：

' 

J 

- 

V 

,

,

-此

時

、以

來

ナ

レ
r
シ
モ
ン
は
確
贺
^
彼
の
.研
洸
の
第
三
期
に
入
っ
た
。
浓
三
期
ど
收
、
.葸J

期
の
科
谭
時
代
、
笫
ニ 

期
の
政
治
產
業
-硏
究
時
代
に
對
し
て
、
彼
の
宗
敎
道
德
硏
、究
時
代
を
指
す
飞
の
で
あ
る
。
、世
人
1

S
通

彼

の

第

三

..期 

?:「

r
キ

ス

ト

敎」

に
浓
め
て
ゐ
.る
。
然
^
上
述
七
^
如
；3
,瓶
想
的
變
化
の
結
梁
、
彼
が
立
z-
k
si
J

*
'L
た

の

で

‘
あ 

る

か

ち

、一

八

，一1

1

頃̂
.か
.ら

5«
:̂
|1
1
心，想
が
、
.：道
‘德

か

ら

柒

敎

；
へ

い

科

^
か

ら

赞'へ
^
轉

換

^

た

彡

の

で

あ

る

ミ

認
 

"、
め

る

の*

55̂

 
至
當
で
あ
ら
ぅ
，̂

®
ふ
。

-
V 

* 

，t
 

\

こ

の1

八

ニ

ニ

年

に

被

^

ょ

っ

、て
：公

刊

ネ

れ

た

も

の

」

は「

齋

業

體

系

」

'

博
愛
主
義
宥
へ

.

.:
0

告
辭J

で
'

あ

る

：
。： 

「

產
業
體
系
：J

R

は

"

題

詞.
^

し
'
:

て
ノ「

故
等
は
互
け
愛
し
、‘7
互
枕
救
ぺ
ょ̂

神
！！！

へ
6

」
V

:
:

ム
ふ
格
律
が
，刻
^
れ
て
ゐ 

.名
：：。；

一，_

§

_

難
拟
赞
雜
火
間
; 0

貯
焦
め
，游
導
袭

^

:

ま̂

.織
^

#
.立
す
る
た
め
に
は
、
キ
'.リ
ス
ト
敎
の
.
«
本

思

-M
た

る

.Z
の

格

排

-5
:
af
:
き

の

あ

ら

ゆ

，
る

方

面

^
貢
I

S
せ

ね

ば

—

笫
ニ
十
五
卷(

W
ニ 

■七
：

> 

.サ
ン
*
シ
モ
シ
の
.
宗
敎
論

蟹

S



. 5
.

1

+

}五
: #

;

:

(

四
：

U

八
; -
. t

シ
？
シ,

ア
の
凉
敎
-
镛

 

望

號
P 

一-

四-

な
^

;̂ 
い
，
。
 

サ
Y

 

^

,
モ
シ
乂
は
れ
ば
彼
、の
所
謂
爺
業
的
«1
:
會

制

度

こ

そ

、
神

，の

命

ず

，る

キ

リ

ス

ト

敎

;?
:

^
際

^

體

现
 

し

长

社

會

の

：姿

ガ

あ

り

-
だ
へ

? |
,
. 

<

:

ぺ

,

:

:

、

へ

, 

何

ん

，
：で

欢

れ
.ば

，
：>

«

_制

度

め̂

調

，で.あ
る
勞
働
は
：
博
愛
亦
&
切
斷
し
得
な
い
冬
の
す
:̂
る
'0
'
欲

,«
の
增
加
、

M

れ
をi

s
#

す
^
が
た
^
の
-多
^

の

勞

働

め

增

加

、
勞

働

の

增

加

沒

つ

，て

行

は

れ

-̂
,相

互

扶&

、
之
.れ

が

，
こ

の

社

會
 

の
實
際
'
目̂
.的
:?
な
；̂

か
&
.ff
^

^

"他
人
の
有
し
な
い
物
を
相
互
化
生
產
し
合
ひ
、
‘實
際
に
相
互
扶
助
の
功
を
擧 

げ
吝
も
の
こ
念
典
の
；キ

リ

ト

敎

的：

社
^
で
ぶ
け「

ね
ば
'な
ち
^
-い
加
^
で
あ
，る
.？
人
間
が
結
‘合
-
R
i
9て
得
る
'利
益
丨 

ミ
-は
、；.，各
自
.か
結
合
す
る
こ
y
K
,ょ
、つ
て
#
る
^

版
萃
樂
；の
，利
益
;̂
^
る
!0

‘然
a

,

乙
.の
'結
合
の
手
段
-乙
そ
勞
#
 

本
，の
，で
”あ
^

b
,故
.に
ブ
ン
，：*
シ
モ
ン
は 
一̂

'̂「

'キ
リ
^
十
敎
‘枝
科
學
ど
淹
業
^
ょ
っ
1
自
然
を
證
服
せ
ん
た
め
k
、
人 

類
各
^
：の
,K

切
.の
：力
を
結
合
す
る
政
治
體
系
ヤ
あ
^
。
-
蓋
し
3
ぇ
れ
.̂
を
、-
人

間

が

其

境

遒

を

改

善

'^
’

且

諸

國

民
 

が
.

〈

庙
_

觀
';
1

_

^

_

|

_
し

給
'べ
#

_

_狀

鶬
^
^

以

上

ド

ょ

り

、て

考

へ

れ

：

ば

、「

人

は

见

弟

の

如

，く

愛

す

べ

さ

で

あ

る

」

ど
ー
：ム
ふ
，題

詞
.は

、

未̂

、
從
來
の
彼
の
.學
說，_ 

へ
の
'
1
_
0
の
道
德
的
補
足
以
上
の
役
目
を
-行
：つ
て
ゐ
_る

も

の

で

は

狹

じ

て

な

：い

亊

が

叫

ら

か

で

，あ

る

.。

•%
し

、

そ

； 

に

、

或:-
5
,感

情

、
.の

威

嚴

が

，
添

，加

き

れ

；
て

ゐ

る

は

姻

白

^
看
取
、5
れ
る
。ぐ

.:ネ
0

_
業
顧
系
養
此
.較
^

る
^
、ん
^

作
'方
—

_

_的
_

素
を
强 

調
し
た
點
R
つ
，
い.て
は
フ
實
際
に
.ず
：つ
せ
劃
期
的
の
も
の
で
あ
っ
^

。 

：

.
，
•

「

產

業

體

系

」

に

於

：
て

、

サ
';

ン>

•

シ
1

ン

が

說

く

观

は

「

利
5

,

主

義

、は

傅

愛

主

義

.

ぐ

」

對

立

し

て

ゐ

る

，
。

人

« '

の

危«

を 

終

，业

せ

し

め

名

R

.

U

 

>

.前

者

如

：
ち
-
利

f t

關

係

は

，
比

較

; ©

無

力
で
’あ

;6
“

取
，
ら

後

者
.

に

俟

た

ね

ば
5

ら
f 
o, 

'而
し
て

、

後
者
を
前
，者
ょ
，$

|

優
れ
た
地
位
に
骰
く
に
は
、「

互
.

R

人
を
愛
せ
ょ」

V」

述
べ
た
の
で
あ

.

々
。
然
る
に「

本
著
に
於 

て
は
、
彼
は
初
め
て
人
間
の
咸
情
に
理
論
的
訴
へ

.

を
，試
み
て
■

ゐ
る
。

I

し
く
宗
敎
口
調
で
本
書
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

iの
も其

''

故である。

：

 

'

パ

‘

' 

,

;

彼
は
こ
の

1

?

^

於
で
？
其
目
的
が
装

|

1

敎
を
思
索
趴
, &
,

實
行
へ
移
す̂

存
る
旨
を
再
說
し
、
こ
の
改
革
を
行

a

得 

，る
道
徳
力
て
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
’

を
內
省
し
化
。
こ
の
力
は
人
類
愛
主

_

者
に
ょ
っ
て
揩
導̂

れ
る「

道
徳 

的
感
情」

で
あ
る
デ
そ
し
て
博
愛
主
義
者
の
新
敎
說

R

對
す
る
關
係
は
、
宛
か
も
、
キ
リ

-

ス
ト
敎
雄
設

k

對
す
る
使
徒 

の
關
係W

同
様
，で
■

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

’

而
し
て

.

、
こ
の
た
め
^
如
何
な
る
手
段
が
彼
等
に
ょ
つ
て
用
ひ
ら
れ
る
か 

ビ
云
ふ
に
、「

文
書̂

相
並
ん
で
の
ロ
骄
に
ょ

.

る
布
敎

1

方
於

.

で
あ
る
。
被
等
は

1

#

產
業
象
、及
人
民̂

向
っ
て
‘布
敎

f

ぞ
。
參
敗
：,

獲

,

_

霞

馬

最
_

蒸

_

_

.

_

き
限

_

益
_

M

W

R

あ
づ

-

化
。

：

'
:

 

.

ノ：

，：

，

「

博
愛
主
義
者
へ
の
.吿
辭J

は
、

• 
t
ン
、•、シ
-モ
ゾ
の
道
徳
世
界
へ
‘の
氣
一
’步
を
、.レ
.扒

.<
;
-明
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 

彼

は

こ

の

，，著

ゆ

續

ぐ

名

'の
を
暫
時
書
い
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
、
こ
の
時
以
來
、
彼
め
著
述
に
は
、
乙
の
新
傾
向
纪
對 

し
て
多
少
，の
顯
著
な
印
象
を
,̂

た
ら
し
て
.思
ヴ
た
け
.れ
'ざ
^
,こ
こ
の「

博
齋
主
義
者
べ
CO
;
吿
辭」

は

、

長
い
'
間

孤

立

し 

た
-著
作
の
樣
な
.觀
を
呈
し
て
居
っ
.‘た
0註
£1
。
そ
れ
は
、
'被
が
間
も
，な
く
再
び
"筆
#

R
入

々

、
純

然

た

る

政

治
«'
著

作 

の

續

為

を

書，

S

 
た
.か

ら
^'
:
あ
る
‘0
 

即

ち j

A1
一
rr| 
年 

K

‘
は

d,e

w->
B
o
u
v
b
o
n
s

 

ei. d
e
w

Co
p:
目

成
.?:
#
き

、
Bi
'

R

gB-
ぼ 

a 

l
a

crrochure -4es 

JBOUrbonset 

des 

s
s
a
r
t
s
-

を

書

い

て-ゐ
る

。

.

, 

'
'次
い
‘で

l

A '
i

l

三

年

に

‘、

甚

だ

し

^

落
觀
に
打
食
次
‘

れ
た
余
’

ジ
ご
や
モ
ジ
は
必
シ̂

リ

‘
ユ

丨

通

五

四

播

地

へ

の

往

居

-

第
'

1

1
‘十
ぜ
#

(

.四
ニ
九〕

'■免
' ン•

シ >

 
ゾ
の
，
宗
、敎
.，論

 

-

s

i-
二

こ
芄



第
'
1
1

十'

瓦

卷

(

s

s

>

サ'■

ン
.
•
ン

 

> 

モ
ジ〉

の
宗
敎.

i
-

 

S

S .

广

H
T

-

で
ビ

-

ス*

ト
ル
自
殺
を
試
^ '

た
,

^ ;

の
枉
爲
^ ;
; ^
0 '

^

»

し
七
、。
我
々
は
確
證
を
持
つ
こ

_

^

、は
出
來
な

-
‘

ぃ
が
、

m

K

,も 

赕
丸
は

'

彼
办

.

右
眼
ぎ
破

.

つ.

だ
'
'

丈
‘

で
歌
な

&;

紅
# ;

た

乂
.;
;

:

'

;;
7
”
".

.Z
^;
行
爲
が
彼
の
精
神u

«
た
レ
"い

慶

化

へ

た

.«;
は
何
人
で
私
想
像
し
•得
る
。〉

彼
5:
:
し
て
ぬ
殺
に
造
引
A
れ 

亿
智
ガ
95
衰
べ
ゲ
反
死
か
&
~奇
氍
的
^
脱
出
し
得
亿
嶔
ふ
’事

9;
出
來
ぬ
事
實
、4

&

#が
愛
け
ふ
#

命
攸
の
靈
感
丄
# 

し
、
彼
が
受
げ
把，VJ
す
名
f

 

丨
彼
，ゆ
心
、中
に
顿
等
か
0
M -
想
的
觀
化
を
惹
起
し
た
で
あ
，ら
ぅ
ビ
推
定
す
る
，事 

ル
確
か
^
不
合
^-
で
は
摩
い
。

-
 ̂

• 

, 

.
: 

■ 

V

I

'
 

ぃ

：

' 

,

從
ひ
で
世
人
ぬ
ノ
屢
冷
之
の
事
件̂

-

重
契
視
じ
亡

.

、̂

シ
•

モ
シ.

-

が
宗
敎
研
究
時
代
に
您
人
し
だ
の
は
^
の
事
件 

後
で
あ
る
，^

’

論
じ
て
ぬ
る
。

,

即
ち
、
ナ
ン•-

ジ
、.モ
ン
以
後
繼
激
象
？
成

^
丨Henri 

F
6
u
r
n
6
i

は
务
'の，Biblfographie

R
於
て
、
彼
^
己

の

負

.» 

か
?>
;
救
は
れ
た
琪
は
、
、敗
の
心
电
^
新』

し
5
進
#:
を
決
、定
_せ
し
‘
だ
。
.
こ
の
時
以
來
、
死
に
至
へ
る
‘迄
、
彼
が
公
刊 

し
だ
.著
作
は
，共
#

莨
を
示
し
て
ゐ
るV

信
じ
’て
；

Q'
る
。

~
•;
v

'
'.
h:
. • 

< 

:
:
:;
;
'

‘，-

、

：

-

,

文
或̂

人
は
、.

次
.

の
如
き
別
け
見
解
を
下
，し
で
な
る
，
即
ち

n

淹
業
者

0

#.
,じ
み
多
く
-の
句
' に
於
て

ハ「

> 尤
學
、
哲
學 

論」

に
，
>

\

て
ノ
又
^
に「

新

キ
K 

卜
敎」

い
の
稍
今
癖
舊
的

な

,^
る
-頁
^
,於
:̂
.、
，：我
^

的

傾

向

^
!
以

つ

て

、

#

の

頭

腦^

動
« ;

に

ょ

つ

て

決

定

^

れ

た

智

_

咐

衰

弱

の

結

果

で

あ

る

^

考

へ

た

(

純
0

0

<

彼
の
卽
殺
的
行
像
が
バ
常
ゼ
宗
敎
的
傾
向
を
甚
だ
か
ら
し
め
た
事
は
、
前
述
し
た
如
く
確
か
に
あ
み
ぅ
る
乙
s
で

あ
る
ヲ
^^
の
時
以
來
紙
^
宗
敎
的
潫
因
が
^

^

‘明̂
&
ビ
映
つ
る
樣
に
^
つ
た
事
だ
叉
圯
し
て然

：：i
、

ぐ
の
噚
#
.
’ 

k
tf
'
の
宗
氣
紙
^<
紙

，1:
る
‘ぐ」

'
'風
„る
ゾ
の
^.
资
1:
^
^,
ぃ
01
.
>
- 

V
 

.
, 

- 
,'
>•
，い
,

：
：、

前

述.

ん

杉

、如
X

 :
•

彼
0

感

情

的

傾

同

ぱ

「

. ¥
3

<

‘；|

章
4

-

:

フ

住

民•
.

の
'

誊

簡

しk

大

體

の•
.姿
‘

示
U

.
f 2

後
'

、「

傅

愛

主

義

，
者
へ 

の

耑

齚

じ

ン

に

於

七

最

勒

の

、轉

換

ゼ

明

-

示

咨

5

,

i ?
,,

 

:
.
T
,

八

1
U

1
.

1

年
の
千
二
月
、
翌
牟
の
四
沔
及
六
月̂

公
刊̂

れ
. 

た
，產
業
者
問
答
の
：^

1

、
览
ニ
、
第

l
l
j

部

，̂

於

其

步

を

强

：

Q
、

遂
に
、「

新
-

^

ス
ト
敎」

H

至
つ
た
の
で
ぁ 

つ
て
、
共
問
彼
の
忍
想
は
：：>

ず
，べ’
て
の
著
作
知

I
,

賞

し

ズ

生

成

し

て

：
居

づ

た

、
の

で

ぁ

#

。
；
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、
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ス
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外
の
燊
高
な
遒
德
原
‘理
^

見
失
は
，七
怂
る
性
質
を
^

つ
^

の
沱
あ
づ
^
:

(

^
^
^
 ̂

:
'
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;
:

第
二
項
目
、
, ?

ン
：: *

>

免
ジ
は
ハ
信
渚
を
救̂

の
道
に
導
; <
:

^

足
る
程
の
智
識
を
毫
も
有
し
て
ゐ
な
い
Z 

V

R

つ%

て
.
被

等

を

非

雛
'1
>
て
ゐ
名
。
.■

:

: 

.

.
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「

神
學
は
神
學
校
^
於
ャ
敎
ぺ
ら
れ
^

唯

一

の
科
學
だ
。
神
學
は
法
王
衣
び
樞
機
官
が
研
：鑽
：を
へ
積
ま
ね
ば
な
ら
ん 

' ^

自
ら
信
じ
イ
ゐ
石
唯
-
の
科
學
だ」

。

'

■:
:

然
ら
ば
こ
の
神
學
^
位
何
ん
で
あ
石
か
。
'
.
' 

.

:
.

.

.テX
V
.

シ
モ
ン
社
云
'̂「

神
學v
は
，敎
_
及
祭
式
^
關
す
る
疑
問
に
就
い
て
論
證
す
る
科
學
で
あ
る
^

」

を
發
見
す

る」

^

,. 

‘

,

.

:

.

:■:
.
:ノ

;
':
:

.
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'
.
.
:

一

サ
ン
ブ
\
モ
.シ
に
ょ
れ
.ば
、
ミ
の
種
の
科
學
は
、：'異
端
の
僧
侶
^

<£
:
つ
て
は
、；.疑
も
な
く
、
全
べ
て
の
中
で
最
も
重 

要
な
も
の
で
あ
：つ
.た
。
，俩
儿
€

#
れ
.ば
、
，之
取
.紀
ょ
づ
セ
ク
彼
_

は
信
者
の
注
意
を
些
細
在
事
物
.の
止
に
注
が
 ̂

又
永
遠
の
生
命
を
*

:#
す
る
た
め
に
擺
議
す
べ
:&
地
上
の
大
:0
的
フ
即
ち
最
本
貧
し
い
.階
級
の
糈
神
的
物
質
的
生
活

の
可
及
的
迅
速
^
改
良
ビ
い
ふ
.使
命
を
信
者
^
見
失
は
せ
名
手
段
を
得
石
か
ら
で
：あ
る
。

-

•.
 

.

.

.

见
ふ
に
、
神
舉
は
.眞
の
キ
ソ
ス
ト
敎
.的
な
僧
侶
に
^
つ
て
は
し
か
く
重
要
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
 

，
眞
の
キ
リ
ス
ト
敎
的
僧
侣
は
、
祭
式
ゃ
敎
義
：は
單
に
.宗
敎
上
：の
附
.屬
物
ズ
見
：做
し
、
そ
‘れ
從
.全
：キ
リ
ス
ト
敎
信
者 

の
注
意
を
道
徳
の
上

k

定
め
石
た
め
;^
、
M
々
有
效
恣
手
段
ど
し
て
使
用
す
.
. 5

に
J h

め
名
も
の
，で
あ
る
？

.

レ
ォ
ン
第
十
世
即
位
迄

.

疋
霸

_

で

. «
>

0

允
ロ 

I
マ
の
僧
侶
が
異
端
化
し
た
の
は
-'

彼
等
が

m

の
時
以
來
た
す
こ
の
神 

學

, 0
:

み
仝

'

攻
究

.

し
相
結
果

,:
>

美
，摩
: ^

於
て
、
精
確
科
學
に
於
て
、
又
產
業
能
力
に
關
し
て

.

、
衆
俗
が
彼
等
を
凌
駕
ず
る
'

に
住
せ
て
ク
最
1
貧
し
.い
階
級
0 ,
幸
福
^
何
等
寄
與
す
る
所
を
失
つ
て
了
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

,
,
:

ぃ

-

ぺ 

.筋
三
の
項
&
.、ン
法
壬
.は
俗
界
の
君
主
以
：上
に
、
：貧
民
階
 ̂

ゐ
る
。
 

歐
洲
諸
國
R
存
在
す
る
敎
會
所
屬
の
土
地
は
何
れ
も
甚
だ
し
く
荒
廢
し
.て
ゐ
.を

。
：
：
以

前

に
0
富

な

收

獲を
も
た
ら 

し

た

土

狐

が

、

有

害

な

沼

、澤

k
化
し
た
々
、
其
の
ま
、
軿
し
も
.せ
ず
^
放
棄
？
れ
て
^
る
。
し
が
も
、
：
ミ
の
：原
因
た 

る
や
、
決
'し
て
土
地
.ゆ
.不

毛

な

爲

：で

な

く

、

敎

會

2

所
有
地
?:
:
雜
惟
す
る
事
は
、
。法
玉
の
貪
愁
の
た
：め
^
あ
«

6
些 

少

：の

利

益

し

か

耕

惟

者

^
與
へg

爲
で
あ
つ
た
。
從
.つ
て
自
己
の
技
能
を
知
ふ
者
、
若
し
く
は
、
資
本
を
有
す
る
人 

々
は
、
當
然
乙
の
職
槳
^
從

事

す

-5
:
事
を
好
ま
な
ぐ
な
つ
た
0;
セ
あ
る
。
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項

目
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.等
は
キ
リ
，ス
ト
敎
の
眞
の
精
神
^

全
然
反
す
る
ニ
制
度
、
宗
敎
裁
判
所
^

ゼ
エ
ス
ィ
ッ
ト
敎 

會

の

成

立

に

賛

成

じ

且

ミ

れ

•
を

保

誰

し

て

ゐ

る
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；
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來

「

.キ
ソ

.ス
"
ト
敎
の
精
神
.は
温
雅
、
善
良
、
慈
悲
、:

ょ
6
以
上
に
誠
實
で
，ぁ
る
。
そ
の
武
器
は
信
仰
^
實
證
ビ

で
あ
る」
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註
1:
1
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:
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宗
敎
裁
判
所
ビ
•セ
ス
キ
.ッ
ト
派
は
こ
れ
を
全
く
反
對
の
立
場
に
あ
る
。
即
ぢ
脉
者
ば
、
«

制
ど
貪
.愁
^
?:
其
精
神 

匕
し
、
：暴
鉱
く
残
忍w

を
其
武
器y

r

し
て
ゐ
る
。
後
者
の
精
神
枕
利
己
主
義
で
あ
々
、
其
目
的
は
奸
策
に
ょ
つ
て
社 

#
?:
■
支
配
し
や
ぅ
ど
努
め
る
^

あ
る
。
'

「

た
.

w

へ
裁
.判
者
が
、貧
し

S

階
級
の
精
.神
的
物
質
的
生
活
の
改
善
に
反
對
し
た
も
"の
を
犯
罪
者
€
し
て
火
刑

^

處 

し
f

し
て
^
、
宗
敎
裁
判
：の
思
想
は
、
根

本

的

織

惡

で

あ

々

、
非
キ
5

,
ト
敎
的
f

の
.
k
外
な
ら
な
s
'o
:

: 

何
故
が
な
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
は
敎
會
に
暴
力
の
行
使
を
禁
じ
た
時
气
'決
じ
て
例
外
ぞ
許
ざ
な
か
、？
ぢ

r
U
T
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一

'
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る
.

」
。
然

夸

に

、
：：事

實

、

宗

敎

裁

判

代

キ

兌

尤

食

貢

凉

れ

叛

«

刑

括

を
犯
罪
ビ
見
做
す
之
迖
«
端
を
發
;1
>
:孓
ゃ
る
^
ず
#
:な
い
。
加
.之
、
へt

.

0

@反
ネ
輕
薇
ネ
過
失
^

^
ら
る
ベ
S

も
の 

で
、
：決

.
て̂
；死
刑
纪
賴
當
す
る
重
罪
め
じ
尤
取
极
は
.：夺 

“「

_
蘇
：の
友
1 -
;

ゼ
エ
？

^
ト
^
つ
い
て
は
、'

サ
ン•：

シ
ー
モ
ン
は
、
パ
ス
^
^
 ̂

を
參
照
3
れ
ん 

?
じ
を
希
荽
す
令
を
宏
ぶ
^
此
越
て
ゐ
る
0
.':
,
:'-
•:
'

:

.■

3
 

.

s
' 

;

.

.
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.

.

.

.

"

數
：之
ク
_

在
.の
：
宣

敎

者

は

實

に

.キ

ゾ
.ネ
ト
：の
_

で
.あ
る
。>
キ

：
リ

ス

：
K
の

：使

徒* :

は
貧
し
^
者
の
代
^
者
で
あ
つ
れ 

の
^
反
し
.
.で
、
：現
在
の
彼
等
は
食
者
R
:對
立
す
る
富
者
：ど
權
カ
着
ヒ
の
代
辯
者
で
あ
る
？
貧
者
.は
、4

/

の
保
謹
者
を 

唯
俗
界
の
道
德
者
達
^
間
^
僅
.か
に
：發
見
1>
テ
る
^
す
ぎ
：な

.

S

狀
餛
で
あ
^ ;

々
@

ー：
0
 

. 

. 

^

■'
.さ
6
«
.が
ら
、：
過
去
に
於
で
敎
會
.は
異
端
化
し
て
：は
ゐ
な
か
り
た
。
'少
く
ど
戈
十
五
世
紀
迄
は
、
敎
會
は
可
な
办 

.確
寘
^
、
«1
:
會
の
最
^
級
階
級
0-
向
上
^
目

的

(£
す
る
キ
ル
ス
.ト
^

殆
ん
を
ず
べ
て
.̂
樞
機
員
も
、
:'
:
代
ヶ
の
法
王
も
、
庞
民
：の
.階
級
か
ら
採
用
さ
れ
、
::
:
'
.
時
に
は
、：蕞
も 

あ

奈

妻

か

ら

出

て4

る
‘乙
'̂
も
：あ
つ
た
。
僧
侶
の
努
力
.は
、
門
謂
貴
族
：の
權
カVJ

尊
貴V

J

を
縮
少
し
、「

.

.才
能
の
.貴 

族j
—

デ
シ.：• 

^
モ
ゾ
の
«
現
に
ょ
れ
ば
_

^
を
彼
等
の
：上
位
^

«
ぐ
事
^
不
斷
に
注
が
れ
て
居
つ
.た
：
.
0 

_
然
も
；̂
、
，十
，五
®
紀
末
に
.至
る
€
、：。橛
機
員
會
は
全
然
其
_
度
を
變
：へ
だ
，

^

っ
1 :
;

:

ま
で.

/

「

ff
l

.

閥
の
遭
族u

;

v

.の

上

.「

 

を

置

か

う

V
J

し
な.

く

な

つ

た

。
敎

權

を

し

て

政

權

k

對
す
る

嚴
然
た
る

J

敵
國
の
觀
あ
ら
し
め
る
よ

.々

-̂
、
彼
等
：の-

權
カ

y
;

富
ビ
、
そ
の
享
樂
を
锥
持
す
るM

ビ
が
、
ょ
合
以
上

望
資
し
い
も
の
'？
な
り
て
居
：

CV.

た
。
.

：

■:
;(

'
:
. 

〕

.：>
'■
:',
:-•
へ
■
':
:
.
:.
:卜
：'..

:
:

乙
の
自
的
を
逄
成
す
：る
だ
め̂

は
：、‘
當
然
敎
權
》
政
權
匕
の
：服
屬
關
係
が
生
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

樞
機
貧
會
，は
？ 

：a £

め
拿
制

.

權
カ
を
建
設
す

.

る
た
あ
に

_

カ
す
る

4

即
ぢ
、.

神
の
悤
寵
を
以
つ
セ
彼
等
を
呼
ぶ
^
王 

の
名
を
以
，つ
て
1 .
:

、：
人

.

民
に
：は

.

、
主
の

^

め
の
受
動
的
服
從
の̂

a

を
m

つ'

て
#

る
.。.

灼

樞

機

員

會

は

、
以

上

め

，奉

仕

の

'

代

償i

じ

：
て

，
：戰

_

敎
#

の
襲
冷
勤

^

の
.

保

富
'

要
求
來
气
パ■ 

_ 

1

’
；

：
. 

i

れ
が
被

.

等
.

入

'

:
.
s
;
v

十
世
は
、
先

•

彼
が
、
諸
候
ど
同
性
質
の
主
で
あ

.

る
乙

W

を

示

す

德

，度

は

、
：

.

：
赦

罪#

^

歸

し

て

：
最

.

も
明
白
に
表
明

3

れ
：た
。
 

*

會
初

$

に
有
益
綠
勸
勞

"

例
へ
ば
橋
梁
や
：太
道
路
等
め
敏
設
め

«

酬
せ̂

で

與

、
：
へ

ら

れ

拎

赦

罪

券

は

，
次

第

^

惡「 

:

法

主

自' &
^

嗜

好

ぞ.

野

心? :

助
1 :
- 1
:

各

ド

使

用
^

れ
：
燊

柃

至

づ

；
て

居

：
つ

だ

が

、

0
,
表̂

1

柄
は
公
共 

の

利

益

；
の

^

妁̂

使̂

' %
,

の
で
あ
る

.

ビ

S

ふ
名
目
が
必
ぢ
ず
與
べ

&

れ
ヤ
居
: 0

た
詳
然
る
は
、

ty
ォ
シ
十
世
ぷ
、

Z 

の
假
面
を
脫̂

で
、
乙
の
收
入
は
被
の
妹
の
化
粧
費
ど
し
て
使
用̂

れ
て
ゐ
る
こ
：ど
を
公
然
ど
言
明
し
た

0
 

锻
が
、—

_書
家
：、'

;

建
築
薄
、:-

:

膨
«

_
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-

學
奢
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保
譴
じ
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：は
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又
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事
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れ
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ギ
リ
ン
ャ
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博
學
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の
保
議

.

の
卞
忙
安
眞
の
她
を
得
た

0

然
し
ク
彼
が
浪
の
人
達
を
皞
雞
し
/ 2
0

 

は
、,:

:

奧
併
の
宭
主
ゼ
し
本
自
己
め
尊
樂
ミ
ミ

' ,

第
二̂

五
：卷

(

四
：：.

三̂
.)

.

分
ゾ

•

•

シ
こ
モy .

=

の.
.み！^

#

第
-

號
，.

.

.

.

.
1
.
.
.

三
- 5
:



第
二
十
五
卷
：

(

四.

四0

〕

サ
ン•

シ
モ.

ン■の
宗
敎
論：  

第
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:

號

一
.

三
六

★

ンv

k

モ
シ
：：
は
.M

n

k

對
t

:

て
次
の
：如

く嘆
じ

て̂

る
^

K

向

っ
.
て

行

っ

た

躍

進

，は
、

‘

若
.し

被

が

眞

實

の

法

王

：で
，あ

れ

ぱ

、
：
：學

者

：、
：藝

術

家

及

ぴ

產

業

的

太

命

業

象

0

努

カ

ビ

：、 

政
權
の
世
襲
的
主
張
に
對
立
す
^

僧
侶
及
食
者
の
利
益
ミ
を
結
合
^

せ
る
^

め
に
^̂

つ
#

」

：。(

註
-

五)
；
.

_

.

レ
オ
ン
十
世
は
、

.，
:

法
主
の
位
を
、
そ
れ
が
恰
も
政
治
的
權
カ
で
あ
る
か
の
如
ぐ
：，利
用
じ
た

.
o

:

從
っ
て
、：
法
王
の
位 

は
.

、：
皇
帝̂

對
し
て
ク
何
等
の
特
異
性
も
權
嘁
珞
與
へ
：る
事
が

.

不
可
能̂

.

な
0

た
::
0

シ
ャ
ー
レ
：■マ
ン
が
世
界
的

5

政 

建
設

0

企
.

圓
を
抱
：ぐ̂

至
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ウ
だ
の̂

-
1

.

0

垮
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僧

あ
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新
敎
は
か
、
る
時
代
の

®

求
す
る
改
革
に
：應
ぇ
た
％

の
で
あ
る
。
ル
ー
ク\

は
敢
然
ど

.

ロ
.丨
マ
宮

庭

^

反

抗

し

て
 

立
っ
た
の
で
あ
る
。

.

''
:
'

ナ
ン

•

シ
ン
モ
シ
ば
ル

1

ズ
ル
の
事
業
? :

ニ
分
し
た
。
彼
め
事
業
の

r

部
は
、法
王
の
宗
敎
に
對
す
る
批
判
で
あ
々
、

他
の
' 1:..

部

ば

、
，
口1

>
の

宮

庭̂

指

鶴
.
$れ

る

宗

敎

？.は

別

箇

の

宗

敎

建

設

：を

0-
的

ど

す

る

も̂

こ
の
事
業
の
最
' ^

の
部
分
は
完
全
に
遂
行̂

れ
.

^

?

1 3

文
明
仅
對
す
る
\ 
f

f
^
の
泰
仕
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
,0

衣
ん
ど
な
れ

.

ば
：、「

彼
が
讹̂

出

な

が

：
っ
：
た

な

&

%

を
見
失
は
：せ
、
人
間
の
糈
神
を
：完
全̂

迷
信
的
思
，想

.

妃
：隸
屬

^

せ
ゼ
：3

ま
 ̂

マ
六0

.

然
し
、
，
ル
ー
テ
グ
の
事
業

.

の
第
，一
一
の
部
分
は
失
敗
で
あ
っ
た
。「

f

M

の
改
革
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た

0」

ツ

ナ

：彳

，
シ

モ

：

.

^

は

：^

1

/ '

.̂

派

も
 

_ 

_ 

-

>

ぐ

ナ

ン

•：

シ
.
.

モ
シ
：
ば

次

の

；
四

問

題

を

解

.

剖

ず

れ

ば

：，
ル

f

 

-

K
 

\

派
が
異
端
で
あ
る
ビ
云
ふ
結
論

®

m

然
i c
#

論
3

れ
る

V

.

 

:
 

V

 

■-

:

「

第

1

.

、
キ
リ

.

ス.

ト
が
人
類
社
會
の
改
造
を
其
使
命̂

し
て
« 1

徒
^

與
へ
；た
時
の
社
會
組
織
の
双
_
は
如
何
な
る
も 

の
で
あ
つ
た
が
？

.

.

散
ニ
、
ル
！

テ

V

か
改
革
を
決
行
し
た
時
の
社
會
組
轉
は
如
何
な
る
も
の
.で
あ
づ
た
か
o

:

第
三
、
ル
ー
タ
'ル
が
ロ
ー
マ
の
宮
庭
^
對
し
て
反
抗
を
行
っ
た
時
^
、
キ
リ
ス
ト
に
ょ
っ
て
使
徒
達
に
與
へ
ら
れ
た 

方
向
に
.か
へ

る
た
：め
^
、.
.法
王
：の
宗
敎
が
必
要
^

し
た
完
，全
な
改
革
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

.

.

第
四
"
グ

f

-

グ
：ル
の
改
革
は
何̂

ょ
つ
て
成
立
し
て
ゐ
各
か
。」

§

さ
' 

:

:

:

思
ふ
に
、
キ
リ
ス
ト
ボ
使
徙
等
^
ク
極
貧
階
級
の
た
め
に
人
類
舐
會
を
組
織
せ
ょ
^
命
じ
た
時
代
^
は
’
文
明
は 

未
だ
小
兒
期
k
あ
っ
た
。.
社
會
は
主
人
e
奴
隸
ビ
の
ニ
.大
階
級
R
分
れ
て
居
っ
た
。
，：前
者
は
支
.配
し
、
後
者
は
隸
屬 

し
た
。
道
德
體
系
も
宗
敎
體
系
も
な
か
っ
た
。
博
愛
主
義
的
の
感
情
も
な
か
っ
た
。
愛
國
主
義
的
感
情
が
#
在
し
た 

R
す
ぎ
な
か
•つ
た
。 

：

地
球
の
大
さ
^
さ

：
へ
，
知

ら

れ

ぬ

.時
代
、
そ
れ
は
口 
I

マ
國
民
が
他
の
す
べ
て
を
專
制
的
に
統
治
し
た
時
代
で
も
あ

つ
た 

9

.

.

ベ
• 

.
‘

然
：る
代
ル
ー
テ
ル
の
時
代
に
は
、
文
明
は
大
進
步
を
遂
げ
て
居
っ
た
。
奴
隸
制
度
は
殆
ん
で
廢
-1
{
:
3れ
た
0
貴
族 

の
.單
獨
：の
法
律
制
定
權
は
行
は
れ
な
.か
づ
た
。
：社

會

は
1
.個
の
宗
敎
理
論
^
1、箇
の
：道
德
理
論
を
も
所
有
し
た
。
神
. 

の
愛
ミ
隣
人
の
：愛
ど
は
、
：人
：>
が
持
っ
殊
勝
な
-1
:
兀
的
感
情
で
あ
っ
^
9 

:
,■
/
,

第
一
.

一

十

五

卷
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四
'四一

)

サ
ン
>
シ
モ
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宗
敎
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敬
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¥

 

-
0

1

.

0
 

'

(

サ
シ
：

へ
の

.

.

宗
敎
：論 

.

li
 

: 

'
I
三
：.

八

' :
i t

愛
主
義̂

^

情
は
愛
國
主

_

的
感
情̂

代
.

つ
セ̂

次
^

ト
敎̂

眞
の
甚

.

礎
^

な
つ

.

た
，0

.

凡
セ
の
人̂

は
、
f 2

y

j
 

;

へ*

;

:

弟
を
し̂

:&
^

臂

：名
€

芎
は
出
; «

攻
い

.

：迄
爷
、

.
_
.少
ズ
ビ̂

*

:

父
の
' #

ズ
じ
ヤ
互̂

相
手
を
覦
る
べ
4

§

パ
'

 

,

ぃ
：.ァ
メ
リ
ヵ
の
發
見
/

地
球
の
廣
さ
の
決
定
、
平
和
的
技
能
、
即
ち
科
學
、
美
術
、
産
業
の
發
展
が
、
か
く
の
如
さ 

.
人
眢
の
掀
大
を
助
成
じ
柃
の
.で
：あ
.5;
::
?

っ
.入

，

.

,

,.;
サ
シ
•
シ
モ
'
 
ン
は
ミ
れ
ら
の
ニ
條
件
を
綜
合
^
て
、
ル
ー
テ
グ
は
.次
の
如
^
敎
理
を
提.

S

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬV 」

考

;
•■•■
;
■
:
'.,
.
.
;
■•

■
パ
. 

：,.
.'
■
■
:
 •

'■
■
: 

.(

.

.'〉

'■
;
:
'
:

一
:

へ

-:
.
•
.ぐ
今
や
.̂
リ
ス
：ト
敎
：の
碑
論
は
完
成
さ
れ
た
。
，‘必
要
：な
事
.は
、
：：乙
の
理
論
の
一
般
的
«

^
で

あ

る

。

換
言
す
れ
ば
、
 

0
0
.
^
1
ト
敎
は
免
fc
#

v
:
0み
a
ら

#

、，
地̂

於
て
i
人
令
を
幸
福
k

b
'a
:
け

れ

：
ば

な

：ら

：な

い

。
貧
し
$
者 

は

神

：
の

寵

兒

で

あ

る

せ

說

く

は

止

.ら
#

、
.最
大
多
數
.の
精
神
的
物
質
的
生
活
の
改
善
は
速
か
に
す
る
た
め
^
、
あ
ら 

ゆ

券

權

ガ

？

果

段

ど

を

盡

次

ね

ば

：ば

^

S
':
Q
が

く

し

て

之

そ

、
；
：

.始
め(

て

「
：4

般
的
世
界
的
唯
：

1

の
宗
敎V」

し
て
の
キ 

リ
'
.ス
ト
敎
が
成
立
す
る
の
で
あ
ふ
。J
C
5'y
v

>

■

:'
.
い
：

•:
:
'
、
‘

. 

• 

.

幻 

'

の
た
冷
に
株
，.
敎
權
は
政
權̂

優
ふ
其
地
位
に
ょ

0

で
1

位
忆
向

0

て
次
の
如
く
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

:
「

凡
て

'
.

の
恶
主

k

對
し
て
、
王
位
を
疋
當
な
る
ち
の
ど
す
る

.

唯
一
の
方
法
は
、.

へ
王
位
を
以
つ
て
、
富
者
及
權
カ
器
が 

貧
し

'

い.

者
5 :

勝

迫

す

：る
.
.の̂

妨
げ
る
事
を
目
的
を
す
る
制
度
ど
見
做
す
所
に
あ
る

w

宣
言
し̂

け
れ
ば
な
ら
な
ハ
°
 

彼
等
は
最
大
多
數
階
級
の
精
神
的
物
質
的
生
活
の
改
善
を
唯
一
の
義
務
ど
し
、
.又

公

共

財

產

の

符

理

に

，於

て

も

、

彼 

等

に

ょ0

て

命

ぜ'

ら

れ'

た

ず̂

て

の

負

擔

は

、
；
若

し

”

を
れ
が

.

嚴
密
紀
必
要
で
な
い
場
合
妃
は
、
彼
等
を
：神
：の
敵
.ど

^
.
^
0 
^
^
3
0 

へ
.バ
；
-
:フ
:
.
:

.

然
:e
>

ぱ
如
何
に
し
て
(«

貧
階

«

の
：注

-:
©

を
改
砻
す
名
か
。「

我
々
供
、
地
齋
の
廣
大

3

を
知
々
得
た
今
日
、
學
者
i c 

i

. 6
Y

>

«

«

*

k

i/ A

又
產
業
家
セ
：:1,
つ

.
;-
1

:
;.
>

人
鑛
の
所
有
土
地
を
出
來
得
る
限

>

生
產
的̂

し
、：
凡V

の
關
係 

、の
卞̂

於
.

て
、ハ
最
も

.

往
む
に
偸
快
ど
す
る
た
め̂

實
行
す

.

べ
さ
訐
窬
を
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
.

」

.學
啫
、：藝
■

家
';
-

適
業
象
.火
ょ
つ
ヤ
代
表
5

れ
|

ー
：：つ

の

新

し

：い

智

識

部

門

、
料

學

，

藝

術

”

產
業
、，
乙
の
三
棱 

能
..之
，そ
實
‘證
.的
に
最
も
等
福
な
社
會
組
織
を
つ
く
る
、も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

而
| >
^

-

名
れ
- ?
>

蚀
：す
べ
て
、ぃ
沩
の
德
备
に
ょ
：つ
て
實
行
さ
れ
完
谏

5

れ
名

^

の̂

あ

る

。

「

キ

リ

ス.■
ト

敎

徒

で

あ
 

る
：

l
i

國
民
が
、

:

瓦
^ '

戰

：
：つ
; -
(

-

ゐ
汸
場
合
は

1

:

.

常
.

に
.

，
兩
者

£

も
課

.

つ
て
ゐ
る
。
何
故
な

.

れ
ば
、
>
リ
ス
ト
敎
の
神
聖 

な
各
劍
立
者
林

£

^

め
火

^

^

對
^

て
？.

.

互
に
见
，弟
せ
な

.

，
り

て

導

き

合

ふ

：
，乙

ビ

を

. #

じ
、
：.

丑
其
爭
論
を
打
切
る
^
め 

k

は
"

‘說
#

,

5

.

不

敎

以

外

：
の

方

法

ぞ

用

.

以̂

之̂

- ^

禁
じ
允
か

&

で
あ
る」

。「

力
を
作
る
も
の
は
結
合
で
あ
る」

、各 

人
が

.

互
诏
皮

©

對
立
芯

^

ゐ

石

，社

會

谈

當

然

獬

體

.

め

顧

询' ?
:

持

：つ

ネ

の
^

あ

る

。
：
；
：
レ

O

か
く
め
如
含
が
ノ
ル
,?
;
一

K

ー
に
な
ジ
rc
鏡

張

^

3

#

#ギ
ブ
ス
ト
敎
改
造
の
要
項
で
あ
つ
た
ト
然
る
に
、
>

1
テ 

ル
は
^
§
餐
1そ
へ
ち
^
魁
饮
れ
^
改
箪
ュ
.
0甚
^
劣
々
^
事
し
か
云
ひ
得
な
か
0
^'
の
.で 

.
第

1
は

、：

グ

！

ー

ブ

ル

奴

キ

リ

ス

,>
敎
.の
社
會
的
童
要
性
を
增
進
^
せ
る
た
，め
^
必
要
な
手
段
2:
せ
&
ず
、
.
こ
.の
宗 

敎
を
出
發g
e

迄
逆
行
3
せ
^

o
;彼
.は
■

湯

め

*
力
は
他
矽
す
べ
て
：
S

力
の
生
れ
出
石
根
柢
で
あ
る
ど
し
た
。
 

彼
は
、
'

:

政
洽
盼
權
力
た
®

u

p謙
譲
な
請
®
を
す
る
權
.力
め
み
を
僧
梠
代
保
留
し
た
。
從

0
て
、
“.
彼

は

平

和

的

能

力
 

を
有
す
.る
人
令
を
、
野
心
ど
艰
事
的
能
カ
を
有
す
る
人
々
の
下
位
に
永
遠
紀
幽
閉
し
て
し
戋
つ
た
0

.-
■:

.

第
一一

十
五
卷' 

(

四
四
三
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第I
I
!

號
.

1
P

T
3

>

第
1

这

、.

：ル
丨

_

プ̂

は
有

»

な
祭
武
を
採
用
し
た
。-'

-

_

術
'

科
學
、
，產
業
の
發
達
を
利
用
し
て
、
公
衆
の
利
益
に 

對
す
る
熱
情
を
喚
起
し
な
け
れ
ば

.a

ら
な

M

の
に
、.

^

テ
ル̂

ょ
つ
て
晚
寒
さ
れ
Y 2

敎
會
の
祭
式
は
、

m

な
る
亂

敎
^
:還
元
次
れ
、'

從
つ
ぜ
、.

#院
饮
翰
窬
、'
;膨
刻
、
：音
樂
が
放
逐
3
れ
た
無
意
味
な
宗
敎
的
建
築
物
に
化
し
て
了
つ

た
-0
.
. ■ 

: 
. 

-

:
:

へ

.

r 

.

.
V 

.

.

.

. 

A
.
;
, 

• 

. 

. 

- 

- 

- 

, 

' 

:
 

.

:

V 

,

.

:
.

.

.

ン 

> 
'
■
- 

/ 

V 

■ 

; 

'
 

'
.
.
■:
: 

I 

,

乙
れ
は
、
J

 

V
シ

モ

せ

の

.希

望

S

も
の
？
全
ぐ
逢
つ
.遵

つ

た

。
彼
は
、..：藝
術
が
提
供
ず
る
凡
て
の
手
段
を
新 

宗
敎
の
祭
武
0
た
め
に
用
ふ
べ
き
で
あ
る
^
考
へ
9
居
つ
：た
。
_ , 

:.
.
.
:
:
:

丨

^̂ 

:

.
宣
敎
te
は
«
術
の
•第

I

步
で
あ
る
彼
の
鑛
_

#
用
ひ
綠
、"
聽
：衆
の
魂
の
中
^
公
共
の
尊
敬
が
他
の
凡
て
の
快
樂
に 

爻
し
て
優
越
.し
た
悅
び
を
與
へ
る
乙
$
を
感
じ
3
せ
ね
ば
な
ら
な
い
0
-'

「

詩
人
は
宣
敎
fi
l
lの
努
カ
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
攻
lr
。

凡

て

の

人

を

互
^.
忠

實

な

宣

敎

師
<£
:
ず
る
，や
ぅ
な
合 

唱
隊
の
朗
鋪
^
適
す
る
詩
篇
を
祭
式
の
.れ
め
{(
:
供
給
し
尨
け
れ
ば
な
ら
攻
$

。

>
;

「

音
樂
家
は
階
音
^
依
つ
て
.、宗
敎
的
詩
篇
を
豐
か
^
し

、；
信
者
の
魂
に
_深
く
浸
み
通
る
：や
ぅ
な
音
樂
的
特
性
を
與 

へ
な
.け
れ
ば
な
ら
な
s

o

.

: 

,

「

盡
家

.

、彫
刻
家
は
寺
院̂

於
て
、
某
督
敎
徒
の
注
意
を
最
も
優
れ
て
キ
ソ
ス

.

ト
敎
的
な
行
動
の
上
^
引
さ
つ
け
な

け
れ
ば
な̂

な
.

S
:。
：
'

.
•
:
:
.
'
'■

パ

「

建
築
家
'は
、
說
敎
者
、
詩
人
、
音
樂
家
、
«
家
、
彫
刻
象
が
、，
自

FI
I

R
信
者
の
魂
に
、、
恐
怖
、
悅
び
、•或
は
黛
み 

の
感
情
を
起
^
せ
ぅ
る
ゃ
ぅ
^
券
院
を
建
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
：
。

-

' 

0
 

新
宗
敎
の」

祭
式
に
與
へ
ぅ
る
べ
き
甚
礎
は
か
く
の
如
&
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ハ
^

第
三
の
批
難
は
、
彼
が
々
タ
.ス
ト
敎
々
.義
に
つs

 v
f

つ
た
：態

ル
丨
-

K

ル
は
、
キ
，リ
ス
ト
敎
は
其
起
源
に
於
て
完
全
で
あ
气
又
其
創
立
以
來
常
R
腐
敗
し
て
來
た
ヾ
し
考
へ
た
。

d 

從
つ
.，て
彼
ば
、
其
注
意
を
全
く
中
世
紀
の
間
に
敎
會
が
犯
し
た
過
失
の
上
に
集
め
、
祭
壇
の
敎
職
者
達
が
文
明
に
與 

へ
た
偉
大
な
發
展
R
も
、
又
彼
等
が
.政
權
の
威
カ
を
抑
制
し
て
本
和
の
仕
事
^
從
«
し
ズ
居
つ
た
人
々
に
か
ち
得
3 

#
た
社
會
的
重
要
性
R
も
注
意
'5
:
拂
は
な
か
つ
セ
。,'

.
:■ 

ノ

.
か 

>
る
見
地
^
立
つ
結
果
^
し
て
.、，
彼
は
、：創
世
時
代
に
書
か
れ
允
書
物
、
'殊
に
聖
誊
^
,つ
：い
'て
硏
究
す
る
事
の 

.み
を
認
め
、
塑
書
に
於
.て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
事
以
外
^
は
、
'
何
等
の
敎
義
も
認
め
な
い
:̂

公
言
し
た
。

然
し
、
•彼
の
ミ
の
宣
言
は
、
數
學
者
や
、
物
理
學
者
、
化
學
者
及
其
他
の
學
者
が
、
.
彼
等
め
研
究
し
て
ゐ
る
科
學 

は
、
そ
れ
を
取
扱
.つ
た
最
初
の
著
作
^
つ
：

S

 

.て
硏
究
^
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
主
張
す
る
の
^
同
樣
に
不
合
理
ど
云
は
ね 

ば
な
ら
な
か
つ
た
。
：

ナ
ン
ノ
シ
モ
ソ
は
四
個
の
大̂

る
弊
害
が̂

. ^

か
ら
生
じ
セ
ゐ
る
の
!?
:

發
見
し
た

0
 

:
:

r

此

硏

究

ば

彼

等

を

し

：
て

實

證

的

な

：
現

：在

.

の
利
益
に
關
す
る
觀
念
を
失
は
せ
セ
、
無
目
的
者
硏
究
趣
味w

形
而 

土
學

k

對
す
る
嗜
好
ど
を
與
へ
た
。
サ
ン

•

シ
モv

は
：獨
逸
に
於
尤
之
の
：事
實
％
觀
察
し
允
。：

ニ
、
此
硏
究
は
文
明
が
消
滅
さ
せ
た
恥
ず
べ
き
數
々
の
恶
德
、
例
へ
ば
考
：へ
め
及
ぶ
限
>
の
入
獸
め
交
合
ゃ
近
親 

相
.婚
の
記
憶
を
あ
ば
い
て
想
像
を
汚
し
た
。

+

.

.

v

三
、
此
硏
究
は
公
衆
の
刺
益
^
反
す
^
政
治
的
欲
望
^
注
意
女
引
さ
つ
け
る
。；
そ
れ
は
嫡
治
者
^
し
て
絕
：對
R
實
.

行
し
ぅ
べ
I

I

卒
等
I

會
I

て

墓

や

ぅ

量

。
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め
砑
究
の
私
果
ダ
每
年
數
直
萬
の
聖
書
を
靡
刻
し
て
公
衆
に
顧
布
す
も
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
®
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.組
合
t
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r
文
朋
の
狀
耀
^
此
树
じ
た
巍
理
',
0
生
：產

墓

1
傅

:̂
*
«'
助」

せ
；ず
{2
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、
^

か
べ
の
如
':̂
が
ノ
艽
ゾ
‘
-タ
^
ン
'の
新
敎
批
判
で
あ
る
o

k

シ
,
ン
は
* 

>

1一
 
ダ
ル
の
堅
忍
な
天
賦
の
才 

$

^

0

y

s

§

M

^

で
、
：,
タ

ス
ト
敎
の
決
定
的
改
革
で
あ
^
名
い；：̂

解
賴
ば
、パ
：之
れ
を
拒
ん
だ
の
t
/あ
る
。 

然

し

'n
r
敎
の
«
德
は
親
代
文
明
>̂

光
明
^

&
例

^
た
'̂
:^
で
.は
攻
.̂

が
、し
キ
ブ
'ス
：ト
ft
の
a：
革
は

^
丨
テ
f

ょ 

つf

確
か
：̂
难
備
第
g
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^

®
、で
あ
^；
^

^
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認
^

V
V
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ン
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^
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述
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.
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。
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者
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滅
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ゐ
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初̂
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モ
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敎
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あ
る
ビ
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何
入
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ず̂
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^

^

^

か

も

し

れ

痒

い

で

あ

ら

う

,0
.

^

尤
も
、っ
靡
は
癯
歲
德
す
名
新
宗
敎
茗

^

て

は

：
、
：
，

-^
か

つ

た

ら

し

ハ 

^

墓

^

鑛
^

’

拿
ー̂

參

三̂̂
 ̂

そ
の

®

德
や
祭
式
や
敎
義
を
說
明
し
や
ぅ5

:
K

ふ
計
書
を
有
し 

.

が
ゐ
：る
倭

は

豫

吿

じ

汰

ゐ

る

の

：
：で
：
あ

る

福

ー

沄

 

の
直
觀
け
促
^
れ
て 

恰
も「

歐
洲
社
會
平

#

論」

'
.鑛

茗

時
.

高

'

じ

不

完

成

の

鸯

茗
_

.

乘
る
不
充
分
は
. ®

%

4

;

涵

雛

：め
^

置
务
ね
ば̂

^

^

:
'暴

し

.#
R

.̂
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し

た

ポ̂1
7令

ジ
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本

著
^
對

す

る

批

評

：の

如

ぐ

、

本

書

:'
?
:讀

ん
^
人
^
ら

：ば

何

人

で

も
 

そ

ぅ

威

ず

る

：樣

ぢ
.
E

0響

遽

：の

處

女

作

そ

あ

る

「
1

^

■

丨

ブ

准

戾

；の

書

撤

」

か
6
:
|八|

匿

年

に

至.る

迄
 ̂

彼

が

育

く

：ん

：で

來

た

：
思

想

を

栗

約

：
し

た

％

の

^
す

.̂
な

い

：の.で
'あ
0
家

、
何
#
も

.そ

れk

附
加
じ
た
戈
の
で
ユ
な
ふ
、 

.

今
.：
本
書
^
於

1:
.彼
が
說
く
^
/
カ̂
^
ょ
つ
:̂

、
彼
め
戠
办
4
苳
す
：̂
新
宗
敎
规
；|
^
|
^
構
麻
し
^
見
や
ぅ
0 -

へ.

:
:
.

彼
0

所
謂
新
キ
夕
ス

>

歲
似
根
：本

的

怒
0

の
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分
か
ら
成

0
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1
:

は
lf i

に
ょ
つ
て
敎
會

k

興
h 

^

^

れ
炎
猶
德
め
腐
理

.「

$

て
_

」

の
；人
類
は
互̂

兄
弟
ど
し
：て
導
含
合
は
な
け
れ
ば
な

他
の

1

0

は
"

ナ
r

r

y

モ.

シ.

：

が
產
業
的
社
會

$

指
導
原
理
贫
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被
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し
^
岑 

階
級
の

&
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&
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質
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活
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然
ら
ば
、
i

の1
1

規

範

を

.、
^

ジ
.:.
*

^

社
會
そ
の
も
の
の
狀
襪
の
發
展
を
以
つ
て
し
た

。

'

キ
.：リ
：
；ス->
敎

は

、
：
：
其

迤

：源

妃

於

^
は
3

-*
#
め
形
武
た
る
：前
者
に
^
づ
4
 

行

し

て

居

；
つ
^

そ
し
て
又
.、
.
:て
め
格
#
た
る
や
ブ
ン
•
‘シ
，
モ
：
ン
.
Rょ

れ

ぼ「

キ

ジ

巧

ト

敎R
於
け
る
神
聖
な
る
も
の 

す
べ
て
を
包
含
し
て
ゐ
^」
：
も

：
の

七

あ

：

0
:た
<

|

5然

し

、
：
其

：原

现

は

：崇

高

:*
る
：
が

傲̂

故
^

.
常
.に

す
.べ
て
：を
徽

朋
-̂
ぅ
る
も
の
で
.は
.な
い
。
：.社

：會

が

天

上
.的
、
：
_
 

地
上
的
土 

臺
に
藥
か
れ
.る
^
從

つ

て

；、
：
义
.の
神
勒
'«
格
律
%*
:亦
"
人
間
的
社
會
的
な
康
迪
に
ょ
っV

說
明
5
れ
ね
ば
な
ら
なS

 ( 

從
り
て
、
.今
日
'
社

.#
の
指
導
原
理
た
.る
道
：■
即
飞
キ
リ
ス
ト
凝
が
、
値
接
に
人
補
め
精
神
的
物
質
的
生
活
を
幸
福 

:
に

す

る

產

樂

的

勞

働

的

; «

慶

主

義

.の

道

德

仅

ょ

: 0V

遛
換
ざ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
當
然
で
あ
る
。

テ

\

 

•

シ
モ
.
^
は
如
1-
<

‘の
; ^

き
見
地̂

ょ
つ

.

て
兩
者
の
，合
一
を
主
張
し
た
の
で
あ

>
0 0

サ
ゾ
•

シ

モ

ン
の
著
作
化 

於
て
、
屢
々
我

•々

か
發
見
す
る
唯
物
的
見
地

V

唯
心
的
見
地

V

の
對
立
ゼ
混
合
せ
は
、：
か
く
：の
如
さ
接
合
方
法
^
ょ 

つ
て
：容
易
く
解
決
さ
れ
て
ゐ
る

&

で
あ
る
。

ミ
の
意
味
に
及
て̂

キ
リ

.

ス
,

歲」

は
彼
の
思
想
の
要
約
で
あ
る̂

沄
ふ
'こ̂

が
出
來
や
ぅ
。

.

教
し
か
く
し
て
成
立
し
た
彼
の

^

キ
リ
ス
ト
敎
の
公
式
を
見
る
も
の
は
、
何
人
も
、
そ
乙
^
は
產
業
組
織
に
つ 

い
て
彼
が
谜
べ
戈
妣
會

«

成
理
論
が
主

$

な
つ
て
、
他
は
殆
ん

V

V

附
.

加
的
の
も
の
で
し

.

か
な
い
の
? :
.

發

見

す

，る

。

宗
教
的

*

精
が
產
業
姻
料
學
的
感
倩
の

±

祀
軍
に
支
：へ6

れ

，
て
，
ゐ

.
令
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:

ば

:条
敎
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形
式
に
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9
ょ
せ
^

r

つ

の1

德
原
理
紀
す
ぎ
な
い
事

.

を
發
見
す
る
。

「

r

キ
リ
ス
ト
敎

J

R

於
て
、
彼
が
殆
ん
ざ
新
ら
し
い
何
者
を
も
附
加
し
な
か
つ
た
ど
云
ふ
批
判
は
®
か

に
成
立
つ 

の'

で
あ

.

る
。

'
從
っ
て
、
l

e
事
裳
か
ら
次
の
如
き
叱
寶
を
彼
息
•す
る
事
も
.出
來
ゃ
ぅ
，

「

を
れ
f

ば
何
故
K

全

最

の

目

的

で

ぁ

る

急

i

f

を
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づ
最
初
S

敎
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地
か
ら
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I

 く
最 

も
通
俗
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見
地
か
ら
示
^
な
か
つ
た
の
か
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何
故
に
、宗
敎
S

っ
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眞
直
ぐ
K

民
に
：向
っ
て
行
く
代
$

、
産

業

家

暴

術
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に

S

か
け
た
の
か
。
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、
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批
雛
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存
在
女
豫
知
し
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ら
乙
の
抵
雛
を
提
出
し
、
乙
れ
I

し
て
次
の
如
&
彼
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見
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述
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ゐ
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；
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。
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、

彼
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衆

？
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等
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I
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S
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す
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等

を

し

で

德

易

に

良

き

道

&

返

ら

せ

る

た

め

^
、
 

彼
等
が
誤
つ
扣
道
を
步
み
沏
め

た

時

代

を

精

確

^

知

ら

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

も

あ

つ

た

V
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の
點
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關
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:

て
も
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又
强
く
反
覆
す
る

必
要
は
あ

つ

'た

。

何

故

な

れ

ば

、

力

ト

}
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ク

敎

友

新*'
'

の

僧

侶

の

改

宗

ば

新

キ

リ

ス
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に
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ぺ
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か
ら
で
あ
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.
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•

.っ
彼
が
自
己
の
理
：論
を
最
後
^
宗
敎
的
支
«
の
.注
^
立
た
せ
^
の
^
ば

，

か

く

の

如

さ

彼

の

思

處

が

.働

：ぃ

て

居

っ

た

の

で

あ

る
。

.

'

,
'

'
：

サv

•
シ
モ
：
ン
：は「

新
キ
リ
ス
ト
敎」

：を
結
.ぶ
^

際
し
七
、
敢
然
ヒ
し
て
次
め
如
&

進
言
を
世
の
君
主
達
に
與{

て 

f

::
:
0

:へ
.：

，

：

ッ
 

-

,

日
X

ト
佘
の
ロ
を
通
し
て
貴
下
達
^
物
語
る
神
の
聲
を
聽
け
、
W
び
良
き
キ
リ
ス
ト
敎
徒VJ

な
A
、
給
料
を
受
け 

る
®
隊
や
貴
族
や
、
興

端

-0
僧
侶
や
琊
11
1
1な
裁
判
官
達
?:
貴
下
の
.主
要
な
支
持
者
ど
し
'て
；
尊

重

す

る

こ

ど
2:
业
扒
ょ
，
 

キ
リ
ス
ト
敎
の
名
化
於
て
：一
致
し
、
彼
が
權
カ
者
に
課
し
だ」
：切
.の
義
務
を
果
す
こ
ビ
を
^
れ
。
貧
し
い
人
々
の
社 

會
的
幸
福
を
及
ぶ
酿
6
速
か
妃
增
進
す
る
た
め
^
、
全
カ
を
盡
す
べ
し
^
彼
に
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
貴
下
，達
は
記

.
t £

せ
..：よ」

.

^

o

cEf
e

.ニ.

四)

0
.

侬
是
糊
之
、「

新
キ
リ
ス

K

t :」

.

に
於
て
說
か
れ
て
ゐ
る
學
說
は
、

»

於
_

ら
し

^

形
式
の
蒗
敎
學
說
で
は
あ

5

が
_ 

マ
而
か
ら
云
へ
ば
宗
敎
以
外
の
も
の
で
も
あ
っ
た
？

-

「

新
キ
リ
ス
ト
敎」

の
初
め
^
.於
て
、
ナ
ン
，
シ
モ
ン
は
、「

私
は
神
を
信
ず
る」

• 

暴ふ
粗
暴
な
一
言
を
投
げ
か
げ
て 

ゐ
る
。

然
し
，
彼
が
云
ふ
神
な
る
も
の
ば
、
實
ば
：、T

C
V

の
道
德
的
敎
訓
以
上
の
も
の
：を
意
味
し
な
い
。

#

ん
S

な
れ
ば 

「

人
は
互
に
兄
弟
の

.

.

如
く
管
合
は
ね
ば
な
ら
ぬ」

^

云
太
最
高
原
則
は
キ■

ソ
ス
卜
敎
ゥ
神
敗
要
素
を
一
切
包
含
し 

て
ゐ

.

る
ど
云
ふ
の
が
彼
の
意
見
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
•
 

^

.

然
ら
ば
如
何
に
し
て
人
々
は
兄
弟
の
如
ぐ
な
る
か
ビ
沄
ふ
K
、
サ
ン
•
シ
モ
ン
は
慈
悲
や
善
行
に
ょ
.っ
て
兄
弟
の
如 

く
愛
せ
ょ
ヒ
は
云
は
な
い
？
慈
悲
善
行
に
ょ
っ
て
い
つ
く
し
み
合
ふ
の
：で
は
あ
ぐ

'

.

.梦
働
^ ;

る
こ
ど
に
よ
つ
て
、
產 

業

e
科
學
ど
に
ょ
っ
て
そ
れ
力
ら
生
，ず
る
物
的
效
果
^
相
互
に
與
へ
：合
ふ
事
:̂
1
0:
で
、'
,人
は
.兄
_弟
の
如
C
愛
し 

合
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
云
ふ
の
で
あ
る
。
パ

換
言
す
れ
ば
、
乙
の
人
間
愛
は
、
信
仰
や
慈
善
の
行
爲
に
上
っ
セ
完
成
さ
：る
べ
：&;
:で
め
<̂
-'
.舫
會
の」

,階
級
.の
物

質
的
精
丽
的
改
良
及
羽
益
に
於
て
、
全
く
地
.上
的
な
* ；
證
的
な
仕
事
に
ょ
っ
て
完
成
さ
れ
ね
ば
果
ら
東
ぐ
匕
'云
ふ
D

で
ぁ
ふ
.
。-0
.
,
'
. 

:

，
リ
ス
ト
敎
の
神
的
基
礎
き
は

、

へ
か
く
し
で
，「

社
#

の
目
的
豪 

生
活
を
改
良
す
る
に
あ
るj

ど
：云
‘

實

行

的

次

第

一

ニ

の

®

證
的
激
德
ぬ
轉
化

#

れ
春
の
で
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る

>

.

.

.

'故

に「

新
キ
ソ
ス
ト
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が

|

切
を
最
高
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地
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即
ち
宗
敎
的
見
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か
ら
統
1
し
や
ぅ
£

た
努
カ
の
結
晶
で
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あ
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.
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確
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.

で
.あ
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o

'

.し
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:
:
.
.
'
1'
:

'

:

.
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.
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-
.
.
:
:
.
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.
: 

.

v

.

,!
r
v ;

.

.

.

.
,
v
.

然

し

ラ

マ

そ

の

理

ff
l

丈
で
、
：■我
々
：ば̂

形
式
上
ミ
れ
が

.

宗
敎
的
著

.
‘作
で
あ
る
か
め
如
く
見
ぇ
で̂

:

、
彼
の
戚
想

.

の
中
心
_
依
然
參 

.

礎
の
、上
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

：

'

ぺ
確
か
に
：サ
ン
“

シ
モ
シ
ン
は
、「

新
キ
ネ
ス
ト
敎̂

線
輯
す
ふ
に
當
り
て
、三
十
年
の
_

、
彼
が
あ
れ
程
の

W

究
ビ
、
あ 

れ
程
の
精
办
、
忍
庸
2 :
以

分：
て

開

拓

し

た

科

學

敗

實

.證

的

見

.
地

を

去

り

て

 

>
 

播

象

的

な

惩

考

に

_

ふ
^
沄

.ふ

樣

な

希
 

望
は
少
し
も
有
つ
て
ゐ
な
炉
つ
た
の
で
あ
る
。

 

’

と'
t
の
新
著
を
社
會
に
發
表
す
る
E

#

o

v、:-
'
-彼
が
宗
敎
：

g

形
式
?:
w

o>
た
：の
ば
、M

の
著
t
完
全
な
る
も
の
に
す 

る
た
め
の
最
高
形
式
?:
'
猓
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
M

0

®據
^
思
ば
れ
る
箇
所
を
、
屢
々
，
税
々
は
睃
の 

著
に
於
て
發
見
す
る
が
、
次
の
句
.の
如
き
名
其
1
づ
で
.あ
る
。
♦

: 

- 

即
ち
、
サ
ン
.
シ
モ
y

は
'

「

新
キ
ソ
ス
ト
敎
U
の
'I
節
に
於
て
次
の
如
く
述
べ
.て
ゐ
る
。

「

莉
が
キ
リ
.ス
.ト
敎
の
原
理
.を
.發
表
.し
た
新
公
式
は
、社
.會
組
織
に
關
す
る
君
の
全
體
系
;̂
包
括
し
て
ゐ
る
。
そ
れ 

は
利
學
、
_
術
、
及
產
業
の
各
.種
の
哲
學
的
考
察
の
上
に
、ド
又
、
'文
呢
他
界
に
最
も
普
遍
し
.て
ゐ
る
{
;
8的
感
情
0 

上
忙
今
日
支
持
^
れ
て
ゐ
る
。」

ど
。

又
：、「K

有
引
カ
硏
究
し
中
に
は
次
の
如
く
一 

句
を
見
出
す
ノ
:/
'

.

:

-
キ
リ
ス
ト
敎
は
r
•フ

タ

オ
ソ

イ
の
宗
敎
で
あ
つ
た
0
キ
リ
ス
.ト
敎
は
.フ
ラ
ト
ン
的
哲
學
の
宗
敎
的
變
杉
で
あ
つ 

./2
:
彼
.は
キ
^
メ
ト
敎
を
物
質
0

1
界
.の
外
に
擎
ぃ
た
？

_

酿
k
特
賓
づ
け
る
べ
：さ
見
她
.は
、
乙
れ
に
反
し
て
、
ア
ブ
リ
オ
？
ィ
€
ボ
.ス
テ
リ

オ

タ

ィ

の
平
等
で
あ
<)
:炫
？
新
宗
, 

敎
迦
#

は

同

時

.に
、
乙
れ
.

ー
^
の
見
地
^
包

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

そ

れ

^
^
同
一
の
地
位
に
置
が
ね
ば
な
 

ら
ぬ
。
從
つ
て
、
'特
種
利
益
に
、
特

雪

處

に

、
特
種
感
情
に
、
.全
體
的
感
情
、
■全

體

的

思

雜

、

全

贈

的

利

益

S

.
 

1

の
地
位
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へ
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」
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に
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切
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神
e
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あ
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偖
て
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去
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ざ
の
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敎
ょ
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%
す
ぐ
れ
^
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時
.
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ゲ
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上
|
|奧
な
る
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宗
敎
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、
ニ
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何
故
に
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新
宗
敎
の
成
立
の

取
な
る
變
形
を
不
精
確
^
且
臆
病
に
公
言
す
る
0
屹
限
定
し
6
ゆ
で
あ
‘

如
^I

K
A

非
雛
が
V
.
4
V 

X
*

シ
.モ
'x 
a

へ 

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

.
,

サ
ゾ
•
シ

モ

：シ

の

ボ

：
キ

义

ス

：
ト

敎

」

が

：キ

ダ

ス

：
，
ト

敎

の

單

贫

る

改

革

思

想

に

免

ぎ

な

い

事

记

^

齒

8

編

者
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：
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ぎ

行
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，
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|
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彼
が
政
擊
じ
家
け
れ
ば
な
ゅ
な
い̂

の
は
、
確
か
に
キ

.

？
ス
ト
敎
の
獨

_

_

や
_

式
ぽ

_

定
ず
べ
さ
で
贫
か

0:

た
0
 

夺
の
道
德
を
も
同
樣
に
批

.

評
.

办
：

.

的
.

を
1 ,

な
け
れ
ば

#

ら
私
ま
ダ

_

攀
で

_

^

”

^

に
、.

.

キ
：タ
ネ
ト
敎
が
其
僧
侶
に
ょ
つ
で
：墮
落̂

;

で
6

冬
之

^

、'

彼

變

の

執

行

ず

：み

儼

式

0 '

蕪

意

味

な

：事

を

_

* :
し

た 

が

、

僧

低

が

聖

書

ー

の

示

ず

方

向

か

ら

逾

ざ

.

.か
0

セ
ゐ
名

/

0

^

、̂

卿

權

カ^

^ :
'

0

^

汚
辱

3

れ
て
ゐ
る

M
V

?:
攻

擊
 

す
る
丈
で
ば
決
し

.

て
充
分
で
な
かl

e
v

た
。"

.一

步
* :

;

ん
で
人
生
の
ニ
方
面
が
甚

_

即
? >
'

猜
_

#

方

面

吃

於

て

：
の

^ :
*

^

 

化
次
れ
セ
が
る
キ
リ
ス
ト
敎
が
排
斥
す
べ
& -

も
の
で
あ
办
、
不
完
全

.

で

あ

、る

事

を

明

示

す

べ

き

で

あ

っ

た

0
 

ニ
然
る
に
、
彼
が

'

キ(

ジ
.

そ
ト
敎
を
完
金
に
抹
消
じ
得̂

か
つ
だ
の
は
、
彼

.

の
胸
中

_

(

^

リ
ス
ト
敎
が
ら
の
；軍
な
る
« :
出
で
あ
る
べ
ぎ
で
あ
ふ
^

^
ぶ
事
及
、
ぢ
：の
原
■
が
睁
代
.の
光
化
に
適
應
U,
さ
へ
す
れ 

比
良
い
の
で
、：
敢
え
て
宗
敎
の
消
滅
を
說
く
要
；は
な
いW

 S

ふ
思
想
が
根
强
ぐ
存
_
し
て
居CV

た
が
ら
で
あ
る
。

乙
の
意
見
は
、「

新
キ
タ
ス
ト
敎」

.
の序文に於て、サ
メ
モ
シ
の
本
書
に

_

ず
5

i :
'

l

し
：て
、：オ
：デ
シ
ド
• 

ロ 

ド
リ
!-
;

グ
に
ょ
り
て
.極
め
9

_

暸
に
示
3
.
れ
て
ゐ
み
。

.
:

:
:

口
：
ド

リ

ー

グ

は

「

哲

學

的

精

神

か

ら

宗

敎

的

感

情

へ

、
の

過

涛

^
し
ャ
私
烬
之
れ
^
作
成
し
、
サ
ン
,;

シ
：モ
ン
の
承
講 

を
得
た」

:

?
云
ふ
己
の
線
言
:̂

於
て
、「

新
キ
リ
ス
ト
敎
L'
k
關
し
て
臨
終
の
床
で
發
し
た
最
後
の
言
葉
^
し
て
次
の 

如
く
述
べ V

 
ゐ
る
。
0

-

.
. 

..こ.
”

：
；

.

.

■

.

「

吾
々
の
研
究
.の
奢
後
の
部
分
は
恐
ら
ぐ
誤
解
ざ
れ
る
で
あ「

ら
5:
;
。
中
世
紀
の
宗
敎
組
|
§
を
免
擊
す
る
場
合
に
は
唯 

.1

の
事
柄
し
か
證
明

し

な
か
つ
た
。
即

ち

、

そ
れ
は
最
早
實
證
科
學
の
進
步
ど

.一

致

し

な

か
つ
た

S

い

ふ

事

で

あ

る

，。

■̂
■1
>
:ン
ホ
敎
«
織
*̂

全
#-
消
減
し
な
け
(!
.
.
«
.

な
：ら
.ぬ*yj

結
論
す
る
.の
は
^
ら
.く
.誤
^
で
あ
.ら
う
。
た
\、
、
，を
^
»1 

:
科
學
の
進
歩y

i

致
し
な
け
れ
ば
な
らg

.

云
々
，
J
民

：註
云

彼

は

被

の

^
底
^
あ
る
乙
の
考
を
、
最
も
*

ぃ
が
、
且
最
A
新
ら
し
い
人
間
の
言
葉
で「
新
.キ
リ
ス
ト
敎】

の 

胃
頭
に
告
白
し
た
の
で
あ
る
o 

:

.

.

.. 

,
 

.
 

J

「

然
气
私
は
神
を
信
ず」

ビ
：

S

ふ
答
が
.を
れ
で
あ
る
0

:

'

.

.
.
.

 

' 

- 

. 

,

然
し
、
時
代
の
潮
か
ら
離
れ
#
な
か
つ
た
被
は
、「

仑
の
神
は
何
者
で
あ
る
か
’

」

V
J
W考
す
る
餘
裕
を
持
た
な
か
つ 

た
。
故

に「

私
は
神
を
信
ず」

ど
冑
頭
し
て
書
初
め
た
^
拘
ら
ず
、
說
く
ど
乙
ろ
は一

種
の
道
徳
的
敎
訓
に
過
ぎ
な 

か
つ
た
事
は
前
述
し
た
通
，>
 
で
あ
る
。

.

.

.

 

'

 

.

 

'

 

.

然
し
、.
彼
^
藉
す
^
尙
幾
分
の
時
日
を
以
つ
て
し
た
な
ら
ば
、
.彼
：の
.宗
敎
論
に
も
ょ
り
以
上
の
發
展
?:
見
る
事
が

出

來

た

：
で

あ

ら

う

ど

推

定

す

る

事

は

可

能

で

あ

る

，
。

何

ん

ビ
な
れ
ば
、;

本
書
.は

^
.
#
が

自

己

の

索

敎

的

思

想

を

秩

序

I E

し
く
說
明
し
や
う̂

患
つ
て
：居
り
た
著
作
の
寧
ろ
最
初
の

1

部
分̂

過
ぎ
な
い
：か
ら
で
あ
る
。
本
書
刊
行
後
間
も

な
く
死
ん
だ
彼
^
は
不
幸
^
し
て
、：'
を
れ
丈
0
餘
裕
が
な
か
つ
た
：の
で
あ
令
。ド
；'
シ
ア」

^

&
莫
、
Z
の
書
は
、
サ
ン•

シ
モ
.ン
の
著
作
中
、
最
も
驚
異
す
ベ
さ
も

_

の

-e
あ
ら
5
 

0オ
ラ
.

V

ド
.
口
ド
リー

ダ
气

r

v
フ
フ
シ
タ
ン
は
、
そ
.ミ
か
ら
1
:宗
敎
の
聚
素
を
柚
出
じ
だ
'0
之
.の
書
は
彼
等
に
ぼ
聖
書
：の
如
く
、
福
音
書
の
如

く

取
® ,
は

れ

た
 

r

'

. 

:
.
、
.：.

へ
サ.ン
>
.
.シ.
.
'
モ
.
.ニ
r
ン

の

公

武.
.

:
:

「

す
べ
て

0

社
會
は
最
貧
階
級
の
物
質
的
猶
神
的
存
在

0

改
良
の
た
必̂

盡
_

す

べ

多

：で

あ

名

;'
:

°

»

•

#
i

i

十
五
卷
.
.

(

四

五
--
®

サ
ン.，.シ
.モ
.ツ
©
宗
.敎

餘.. 

第
.三
^

'
.
J

- E

'
!



笫

二

十

诉

卷
.

-3
五
六)

サ
.

v

シ
モ
ン
.の
摩
敎
論

 

第
三
號 

一x
ニ

な
目
的
を
行
.ふ
技
め
に
*
も
都
合
ょ
さ
*

^
組
«

^
れ
漱
ば
な
&
ぬ
1_
、
は
、"
.實
に
本
書
^
於
.け
る
ナ
ン
纟
シ
モ
X
の 

核
心
的
悤
想
で
あ
づ
た
の
ノ
で
あ
る
。
 

，
：

.

我
々
は
；

「
組
織
者」

に
於
て

.

、
旣
に
勞
働
す
る
者
ど
有
閑
者̂

の
間̂

確
然
た
る
區
別
が
布
か
れ
た
：の
を
見
た

0 

然
し
、
乙
の
場
合
の
勞
働
者̂

S

上
識
念
は
、
：貧
富】

J
,

 

C
V

な
が
ら
を
包
有
し
た
產
業

k

從

事

す

る

大

激
'?
:
意

味

す

る

者
.

で
あ
つ
た
。

:

:

:

へ.

，
：

.

ゾ
■
;

,

然
る
に
、
' 本

書

，の

こ

の

公

式

に

於

て

は

、

勞

働

：す

る

':
%

の
の
中
の
眞
の
無
產
大
衆
が
初
め
て
政
.治
的
光
景
の
前
線 

k
押
し
出
^
れ
た
、「

道
德
的
自
洁
權
を
有
つ1

つ
の
範
疇W

し
て
'
,
:の*
格
で
。
i
 

r

さ
：

換
言
す
れ
ぼ
、
サ
シ
•
シ
モ
ン
.は
勞
働
者
を
監
禁
し
て
居
つ
た
鐵
鏆
か
.ら
彼
等
を
解
放
し
、へ
且
彼
等
0
物
質
的
精
神 

的
向
上
を
計
る
事
?:
治
者
の
本
質
的
仕
事
ミ
し
や
ぅ
で
し
た
の
で
あ
る
;0
し

：
：

'

'

サ
ン

*

シ
モ
ン
の
社
會
主
義
へ

.

の
■

道
、：ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
へ
の
叫
び
は
、

M

A

k

開
け
ら
れ
た

V
J

云
つ
て
い
い
で
あ
ら

う
。：ぐ
 

.

U

V浐 

ニ
 

’
'

サ
シ•

シ
モ
シ
の
晚
年
の
生
活
は
半
ば
，幸
靡
な
も
，の
で
あ

0

た
が
、
短
か
か
つ
た
。

彼

は一

八
二
五
年
四
月
の
終
6

k
病
を
得
て
ゐ
る
。
然
し
、
彼
は
尙
、
ォ
ー
ガ
ス
タ
ン
•
チ

ュ
リ
ィ
の
s

i

r

e 

b
e ia 

c
o
n
q
u

-rd
e

 r

 A
u
g
l
e
t
e
r
r
e

. p
a
r

 

ies 

N
o
r
m
a
l

?:*

む
力
、
及
彼
の
死
後
數
ヶ
月
に
現
れ
た
評
論 

p
r
?

 

d

u

c

^

u

r

R

^

:

^

彼
の
病
篤
し

V
J

見
た
ロ
ド
リ

I

グ
は

、
五
月
十
九
日
k
ガ
ー
ル(

G
a
l
o

ビ

ブ
ダ

.

ウ
セ
ェ

(

w3
.

&

s

a

f

s

)
千
•
ビ—

(

B

I
及
？

グ
ダ
ン
：

ヵ
溆
床
^
っ
|め
た
：：
然
し
银
の
.病

は

如

彻

ど

；も

；
し

や

ぅ

が

な

：
か

0
た
：
'
^
^
^
^

サ
r

シ
モ
ン
は
臨
床
の
床
§

て
、
：.「

病

の

以

外

s

g

q

s

て
謌

I

 

如
く
、
口
ド
リ

I

グ
汶
語
つ
た

0

,

:

パ'

:

'

'

 

'

「

何
か
偉
大

I

を
す

i

め
ド
は
感
激
し
な
け
れ

f

 

I

s

 

事
を
記
憶
し

5

い
て
く
れ

0

私
の
全

'

生
涯
の
仕
事
の
8

、
そ
れ
は
社
會
の
貪
气
彼
等
の
能
力
I

達
の
S

の

出

來

る

丈

大

な
る

廣

|

與

る
 

こv

で
あ
る」

W
、

’
一
 

:

此
言
葉
は
、
又
彼
ド
ょ
つ
て
語
ら
れ
た
彼
の
生
涯
の
最
も
短
か
い
要
約
で
も
あ
っ
だ
0 : 

サ
ン
’
シ
乇
ン
は
文
彼
の
床
を
め
ぐ
つ
て
ゐ
る
友
人
を
集
め
て
、
次
の
檨
に
も
云
つ
た
。

Z
の
.

一

I
E nE.

私
は
雪
の
企
に
舞
す
る
諸
惡
の
努
力
を
出
來
る
丈
ょ
く
結
合
す
る
方
法
を
諸
君
k
示
さ
ぅ
ど
® 

っ
て
務
め
て
居
っ
た
。
そ
し
てH

時
間
の
間
私
はM

の
黙
S

い
5

•の
考
を
纒

?
ォ

云
ひ
得
る
す
へ
て
は
ょ
く
結
言
れ
た
：努
力
が
最
も
大
f

成
功
：を
持
^
ね
ぱ
f

g

*—
•
時
期
■

君
が
到 

着
し
て
S

5

 

4

l
る
。
梨
は
熟
れ
て
f

。
そ
し
S

I

そ
れ
.

I
取
す
べ
^
^

蒸
れ
て
1

5

、「

旣

成

宗

敎

は

、
：
實

證

科

學

の

進

步

i

致
し
な
い
宗
敎
は

、
s

s

(
 I

致
し
な 

け
れ
ば
I

ぬ

そ

M

R
霞

敎

が

生

れ

る

。

 ̂

 ̂

 ̂

o彼
は
續
返 

し
て
云
♦

「

梨
は
熟
れ
て
ゐ
る
。
諸
君
は
そ
れ
を
摘
I

ば
1

2

。
四
十
八
時
間
後
で
我
々
は
I 

f

な
る
f

.

le
r

N
 

r 

r
 

» 

o

」

ー
で

.. 

.

第
二
十
五
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五
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第
二十

；，

卷

(

四
,'
'

八〕

サ
ン-

s

ン
の
宗
敎
諭 

第

三

號

I

五
四

，飽
く
戈
で
理
想
主
義
で
お
る
彼
は
、
我
々
が
將
來
に
希
望
す
る
も
の
を
、
四
十
八
時
間
後
の
現
在
に
於
て
可
能
で 

あ
る̂

確
信
：( >

て
；居

0

た
。：
彼
が

.

息
. ?
:

引
き
ど
り
れ
の
は

M

' ^
l

十
九
日
の
夕
で
：

あ
： .

C

v
f 2

。
：
::
'
.

ガ
：/ |:

:

ル
は

.

彼
の

.

頭
腦
を

.

解
剖
し
た

:,
:
:
'0

そ
し
：て
大
腦
に
漶
慮
：：ミ
怒
耐

5:
:

^
^

月

y

十
二
日
に
行
は
れ
た
。
葬
儀
：に

.

は
、.

：
コ
ム
：ト
’

、，
チ(

チ
リ̂

? :

初
：め

$

、
て

*

人

奴

す

べ

：で

會

葬

し

.

た

。

ジ

ュy 

ア

V
C

J
U

H
S
〕

は
數
日
後
サ
シ

r

シ
：乇
：シ

0

庶
子
妃
次
の
如
き
數
府
.の
手
紙
を
が̂

^

「

私
は
あ
な

.

た
の
名M

私
の
名
で
、

1

:<>
の

花

環

を

持

っ

て

''
-
农

ぁ

肖

げ
&

6

^

墓
石
の
上
纪
は
何
の
頌

 

辭
も

*

*

も
な
く
、

一
八
ニ
五
年
ー
五
月
十
九
日
死
す
、.

ナ

ン

シ

モ
V

、
.

常
年
六
十
五
才
t £

し
る

^

れ
て
あ

C
V

た
。
 

此
事
は
僮
人

V

し
て
彼
を
認
め
る̂

ど
を
少
し
も
妨
げ
は
七
な

S

 

o

■.
;

モ
リ
エ
ー

ル
、
ラ

•

フ
ォ
ン
ー
グ
ー
ヌ
、
及
其
他
の 

天
才
の
墓
は
も
、
他
の
記
述
が
な
い
か
ら
潛
: »

で
あ

"

る
樣
で
す」

V
。

，
：

.

サ
ン
;*
シ
モ
ン
の
ー
生
は
完
全
し
た
£

ミ
は
云
ひ
得
な
い
°
然
し
、
彼
の
云
ふ
如
く
、
た
し
か
k

彼
の」

生
は
一 

聊
の
經
驗
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
兵
士
、
投
機
家
、
織
物
職
人〔

荷
物
運
送
人
、
葡
萄
酒
小
賣
人
、
モ
ン
テ
•
ビ
エ
テ
の 

寫
字
生
、.
.ラ
グ
セ
ュ
ー
ナ
の
甌
窨
褂
、
十
九
世
紀
の
政
治
連
動
家
及
社
#
哲
學
孝
.で
あ
っ
た
。
.彼
は
大
貴
族
で
あ
々
- 

且
サ
シ
•
キ
ュ
ロ
ッ
ト
で
杰
つ
た
。
彼
は
莫
大
な
富
を
識
っ
て
居
つ
た
。
.

し̂
.て
、；
か
っ
て
は
流
行
界
の
王
の
一
人
た 

{
得
介
Z

V
も
あ
っ
た
。；
然
も
、
其
反
面
に
は
貧
窮
の
た
め
に
疋
に
死
な
ん
^

3
へ
し
た
事
も
あ
っ
た
。
デ
ヵ
ル
ト
_ 

シ
ャ
ト
ー
ブ
ジ
ア
ン
へ
バ
ン
ジ
：ャ
マ
ン
、

コ
シ
ス
タ
ン
：の
如
く
旅
行
家
で
あ
っ
た
彼
は
、
職
か
ら
職
へ
、
國
か
ら
國 

へ
S
步
い
た
，
。

ス
ベ
ィ
V

R
、
和
蘭
化
、
ド
ィ
ツ
に
、

ス
ィ
ス
^

、
ィ
ギ
リ
ス
に
、
ア
メ
リ
カ
に
、
メ
キ
シ
コ

R
、
 

を
れ
か
ら
フ
ラ
ゾ
ス
へ
ど
、
彼
は
其
精
神
；

y」

同

樣

に

不

の

徤

B

を
以
'っ
：.て
.：、
北
か
：ら
南
へ
、
思
想
ミ
社
會
ミ
、
友
：

人
ど
を
尋
ね
て
步
る
き
廻
づ
た
。

宛
然
走
馬
燈
，の
如
さ
變
化
を
見
せ
た
。

社
會
制
度
の
改
革
を
果
す
た
め

R

は
ょ
く
視
察
し
な
：け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
感
じ
た
彼
に
ど
つ
て
は
、
か
く
の
如

5

經 

驗
の
連
緻̂

集
積
は
確
實̂

有
效

-

で
.

ぁ
：り
れ
。

 

.

し
か
^
、
：
我

々

は

、
：
幸

福

^
も
、
.共

：©
變
移
の
亂
雜
の
中
に
、：
そ
れ
を
_
合
す
る
ニ
つ
の
强
い
紐
が
彼
の
全
生
產 

^
亙
0
て
.引
か
：れ
.，て
ゐ
る
0
2:
見
る
。
救
世
主V

J

し
て
の
彼
0
思
想
が
：そ
れ
で
あ
る
。
富
め
5:
時w

貧
し
き
時
^
を 

問
は
ず
、
最
大
多
數
を
有
ず
る
極
貧
階
級
.の
陳
方
で
ぁ
る
を
云
ふ
意
識
は
、

一
度
も
、

被
の
心
、
彼
の
著
書
に
现
れ 

て
ゐ
次
.い
事
は
な
か
ら
た
。.

■マ'
キ
シ
ム
•
グ
一
口
ァ
は
沄
ふ
，

r

彼
の
如
く
、人
類
の
幸
福
の
た

め

有

用

.な

祕

密

を

知

る
 

た
め
に
、
了
解
す
る
た
め
に
ノ
特
に
人
^
そ
れ
を
敎
え
る
た
め
化
’
あ
れ
程
の
熱
誡
^
を
以
づ
て
生
活
し
た
人
は
な 

か
り
た」

炱
註
ニ
：八)

0

.'
入

■
.

'

ぃ「

新
キ
リ
ス
ト
.敎
し
は
’

乙
の
總
結
論
で
ぁ
つ
た
の
で
知
る
？

'
.::
,

且 

一
 

G
.

 

w
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w
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